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再帰動詞の再帰形式について   

一古代教会スラブ語の世界一  

山 田  

Ⅰ はじめに  

ⅠⅠ 再帰動詞について  

ⅠⅠⅠ『ノヴゴロド第一年代記（シノド本）』の  

再帰動詞  

ⅠⅤ 分離再帰′ト詞の統語論的考察と現代ロシ  
ア語の方言にみられる再帰′ト詞  

Ⅴ 再帰小詞の機能  
纏めにかえて  

Ⅰ  

小論では『ノヴゴロド第一・年代記（シノド本）』にみられる再帰動詞の再帰小  

詞の機能をロシア及び旧ソヴエト時代を通じて研究され、1950年代以降にクリモ  

フによって集大成された内容的言語類型学、いわゆる「内容的類型学」contensive  

typology（KOHTeHCⅥBHa兄LrHrIOJIOrH5I）の成果を加味しながら記述することである。   

著者はこれまでロシア語の動詞を研究テーマに据え、現代ロシア語の再帰動詞  

については、その再帰小詞の機能に注目しながら、考察した。（［山田1969〕）  

従来からの説によれば、生成される行為を、行為者側から記述するか、或いは、  

行為を受ける客体の側からの記述とにわけ、再帰動詞はその後者の表現に関わる   
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とされて－きた。（［アカデミー文牡1960］、［アカデミー・文法1970］）さら  

に、動詞と主語の関係とする見方も発表された．。tイサチエンコ1960］行為者  

と非行為者を、何れの側から記述するかという問題は、相（3a汀Or）の範疇に関わ  

る事柄である。このことについて『ノヴゴロド第一一・年代記（シノド本）』から例を  

引こう。  

①YAMSSlXM（1貢：869行）：  

T◇MbXt∧七丁七，‖d－3日M◇†，HA亡BC’liB◇∧◇AもNAl怜Ab；＝  

H36日ud  CTB◇PHChlrldKOCThBt＾HKd：MN◇r◇A◇叩7）lXt・M◇YXh   

肌K∧…七日◇Bも「◇P◇A叫b，MrEe払岬「川11B仰臥Bもe◇y6◇T◇γ   

同じ年の冬にフセヴオロドがチエヂを攻めた。そして大きな禍が  

起った。彼らは多くのノヴゴロドの貴族をクリンで殺した。一月二十  

三日、土曜日のことである。  

②mMS5XM（5頁‥84行）‥  

【6776－36146p］  

◇Y邪＝eTbB川MHK‖◇1日，〔AdKAlく◇CMIAT…C払H旦旦旦壮  

〔MC払 edMH  

「既に夜も更けてきた。混乱して同士打ちをしてはならない」と。   

①はフセヴオロドの率いる軍勢がノヴゴロドの爵族を殺した場面の記述である。  

この能動表現ではフセヴオロドの率いる軍勢が行為着であり、ノヴゴロドの貴族  

は非行為着である。   

②は、いわゆる相互再帰表現で「同士打ちをする」主体が主語でありn◇6日…  

eAMHという表現中の再帰小詞e払はCdM＝とともに、主体の劇部の意味を担っ  

ている。   
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③YAMS5ⅩM（5貫‥141行）：  

［6777－05147P］  

M◇YXHM◇HHEPdThrdM◇klHBdLIJdn◇6HTd；AB7）lB◇3l］d  

PdT＝∧HCld C Nt；MリH”，Nd XHP◇C＾dBd AdBもIA◇B‖Lld H NA  

M＝X州仙MHu井川Hld‖＝dl叩blde柑e∧dBHld，   

「私の家臣と私とお前たちの兄弟が殺されたのに、お前たちはネ  

ムツイと争った」と、ダヴィドの子とジロスラフの子ミシンとミハイ  

ロとズビスラフの子ユーリイに対して不平を言い出した。  

③は登場人物の死が、状態表現で語られている。ここでは、行為を受けた側か  

ら事態が記述されている。本稿では、『ノヴゴロド第一年代記（シノド本）』にみ  

られる再帰動詞表現を全て抽出し、これら動詞の有している再帰小詞CIAの機能  

を考察する。  

Ⅱ  

相の概念はスラブ人の言語が機能するようになった初期から現れていたものと  

思われる。その揺藍期には分詞形が先ず現れ、その補助手段として再帰代名詞か  

ら前按語的に派生した－CAが相の表現を形態論のなかに、位置づけるようになっ  

た。初期においては、動詞＋e仁6〔の構文が否定小詞H〔とともに用いられてい  

た。ロシア語では動詞が否定表現中で用いられると、その目的語も否定される、  

否定生格の表現がある。『ノヴゴロド第一・年代記（シノド本）』にはこの用例は見  

あたらなかった。このように、その成立の初期にあっては、再帰動詞は動詞＋再  

帰代名詞の能動統語論的結合であり、この場合、それらの結合は大変緩いもので  

あった。   

YAMSS2ⅩM（2頁：494行）‥  

［6688－08043B】   

ぐも〈‖nd∧‖6◇旦払E払X◇yHAMd∧＝de◇y，‖◇y6‖ud＝X■も  

H◇Bも「叩◇Abリ日日も◇TPbXもCT〔Xも，A CAMH CT◇P◇B‖BeH   
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B◇P◇－r‖111A旦墜；  

ノヴゴロドの人々はほんの短い間戦い、彼らのおよそ三百人を殺  

し、彼ら自身は皆無事に帰ったのである。  

古代教会スラブ語の再帰代名詞と動詞の結合について［木村1985］は次の  

ように説明する。再帰代名詞対格s∈は，受動分詞（中略）および動名詞（中略）  

をのぞく動詞のすべての形とともに，人称・数の区別なしに用V）られる・おもな  

用法は次の3種類である。  

1）再帰的－・umyti［完〕《洗う》～uInytis§ 《自分の（から  

だの－・部）を洗う》；SllpaSもi［完］《救う》～s号 《自分を救う》；  

強調の場合には生・対格sebeも用いられる：  

a凱etyesic（6sa）rh蜘deisk・b，S（b）p（as）is∈Samb 《あなたがユ  

ダヤ人の王なら，自分で自分を救え》（Lk2337Zo）～s（も）p（舶）i  

sebe，aites（y）n・bb（0）豆iiesi《あなたが神の子なら自分を救え》（Mt27  

40Zo）。（下線は筆者のもの）  

2）自動詞的一他動詞を自動詞に変える：p工ibli羞iti［完］《近づ  

ける》－pribliiitis∈ 《近づく》；VeSeliti《よろこぼす》 veselitisぢ  

《よろこぶ》：Obratiti［完］《向ける》 obIatiti5∈ 《向く》；OtVr伝Sもi   

［完］《あける》～otVI・壱stis弓 《あく》・・  

3）受動的s弓は自動詞にもつく。もとの動詞との意味の違いはか  

ならずしもあきらかでない：plakati～plakatis弓 《泣く》；padati  

～padatis∈ 《落ちる》；mOliti～molitis弓 《祈る》lS弓なしでは  

用いられない動詞がある‥bo－jatis§ 《恐れる》；na（喝atis弓 《期待サー  

る》；pOStitis弓 《断食する》；Smijatis号 《笑う》・・   

1）の用例を除くと、再帰動詞の特徴は人間の心理の動きに関わる表現が多いこ  

とに気づく。   
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ⅠⅡ  

ノヴゴロド第一年代記（シノド本）に現れた再帰動詞のうち、分離再帰小詞を  

含めた再帰小詞後按型動詞について出現頻度を調べた結果は二次の通りであった。  

再帰小詞と後接型再帰動詞の出現頻度   

再帰動詞   頻度   再帰動詞  頻度   再帰動詞   頻度   

np七eTABHCld  57  Bもぐ日仏THC払  4   n〔P〔AAuAC仏   2   

e払   46  ‖dnl⊃∧‖‖C払  4   Pd3「Hl；BAe払   2   

nPfeTABHC帆  24  3dTBOPHCIA  3  Blュ3ABH汁；〔C払  2   
6日udC帆   22  CもeTOγn‖e払  3   Bも3BPATHCld   2   

3d「◇Pもe払   13  NAn◇∧N＝C払  3   K∧A日払l◇Cld   2   

B◇P◇T‖uAC払  10   払6日e帆   3   n◇Kd【Me帆   2   

帆Ludeld   8  ◇yTAHBlle払  3   MO∧＝T‖C払   2   

P◇AHeld   7  BもIe◇γudC払  3   n◇「◇N‖e払   2   

CTdB＝TもC払   7   6日Cld   3   「d‖仏日（1C払   2   

3dTB◇P‖uAC帆  7  n叩〔eTdBHe払  3   〈HuHeld   2   

nOK∧◇N‖uACld  6  ◇yMHP日日ACld  2   6‖†‖eld   2   

◇X〔‖Hel机   6  ∩◇K∧◇‖‖BもC払  2   「◇‖‖Cld   2   

e†B◇PHCld   6   6◇帆1〔Cld   2   ◇C†deld   2   

n◇CTP日光fe払  6   6◇払｝fe帆   2  C◇BK◇yn‖Bl山〔Cld  2   

n◇C∧AuACld   6   lP仏日C払   2  叩H6∧‖X‖uACld  2   

Bもen払THu（1C払  5   「‖AUudCld   2  Bb3B◇P◇T‖ude払  2   

3d「◇P仁C払   5   60帆早dC払   2  Bl〕3BPdTHMC払  2   
Pd3日AfC払   4  ‖Cn◇∧‖‖uAC払  2   Pd36◇∧fCm   2   

n◇CTPH「t】eld  4  PA36◇∧もCld  2   

Bt】3BPd川udC帆  4  CもM叩Hu皿C抽  2  
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再帰動詞   頻度   再帰動詞   頻度   再帰動詞   頻度   

◇γ6◇払Cld   口  n◇‖◇∧◇uHudC帆  口  PAA◇y〔Te払   

Cも日払eld   口  Cl】BtlK◇γ日日uAC払  ロ   ∧‖ud〔TC抽   

∧＝ul◇C払   ロ  n日払∧◇BdX◇γCld  ロ   ◇eTd∧OC払   

6日BllC仏   口  BもぐnOM払附yLIC払  ロ   eMklTfMC払   

C叫HC払   口  PdA◇BAX◇yCld  口   n◇6日fMelA   

6＝∧‖elA   口  3AKpもーB山◇rbe払  口   Cl）‖払T＝C払   

◇T6日C払   ロ  nP◇e∧b3‖TbC払  口   B◇P◇T‖CIA  

ndAfe払   eもXA∧払u〔Tbe払  ◇CTAT＝e払   

K◇＝l押睡甲怜e払  口  K旭日払X◇yrC払  口   BもIMO∧He払   

n◇CTPH－沌eld  ロ  HCn◇∧1日Te払   n◇M◇∧Hem   

M◇∧払方◇γTbC払  ロ  ．3日AM〔‖AHT、fe払  口   ◇yeTAB＝e払   

n◇M◇∧HTbe払  K∧A‖払払e払   ◇CTdBHe払   

P◇CnP℃Bもぐ払  口   B七日叫me払   KPも払u〔C払   

B’bP◇THBl）e払  口   eKP◇†T払C帆   nfl払uJ〔e仏   

廿3MrE＝HBl】C払  TP◇Y汁（A払Cld   6日Bl】ufCld   

n◇M◇∧HBlle払  P◇enP電e払   C‖亡Mu仁e払   

OnPABHBl】e払  口   3◇B亡TbC帆   MO∧払1〔e帆   

B◇P◇THBllu〔C払  口   HMd〔Ml）em   ◇TP川亡CIA   

‖◇KP◇YTHBuj仁C払  口   el⊃ubAlュCld   B奄叩早〔e払   

n◇XBA州Bl山〔C払  口   OY6◇払肌CIA   n亡K◇叩〔C払   

H3日fM◇「◇udCm  M◇∧払方◇†C払   06P七丁亡C払   

OyCT（P汀◇ude払  口   Cl16もIeTe柑   3d汁；b汁；〔C払   

ぐもNIdudC払   口  Pd．3日A◇山dC払  ロ  NdArE仁Ml】C仏  口   

「◇日日uAe払   口  ◇MPAIHl月dC払  ロ  ◇Tしt（1亡Mlュe払  ロ   

eK◇NtlAC払   口  。3APAT‖udCtd  ロ  n◇C†PH「LuHe払  ロ   

6も3BPdTHMl】Cld  口  n◇K◇PH1月dC払  口  ◇YMHP‖Bllu亡e払  ロ   

Cll‖bMl川北Ml⊃C払  ロ  H3AB◇HudC払  ロ  OyB七AdBもufe払  ロ   

◇yC†PduH〈e払  口  n◇「◇NHl封dCld  口  P◇CnI〉七Bu〔C仏  口  
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再帰動詞   頻度   再帰動詞   頻度   再帰動詞   頻度   

B◇31）PATH∧＝C払  ロ  ◇E∧◇MHuAeld  ロ  PA36rE「◇udC払  ロ   

np◇eB七THe払   口  el⊃∧◇汁；HudelA  口  HCTP‖「◇uAe払  ロ   

B亡ef∧HTHe帆   ロ  eも〔．3AHuAeld  ロ  pd－36汀◇ude払  ロ   

nPOeB〔THe払   口  ellBdA‖uAeld  口  nP◇山＝6◇uACld  口   

n叩fB◇．3日eld   口  ◇TnbPfuACld  口  山◇PO日日l山ACIA  ロ   

Bfe〔∧払ufe払   ロ  CK◇‖1AuACld  口  P◇．3A屯∧‖uAeld  6   

◇†6◇払Bl】山〔C払  ロ   e◇nP◇CTdC払   口  P◇3も電XAl封AC払  口   

OeTdBもufe払  6  PAnr目玉BdC払  口  eもCもl∧dl◇1fC払  ロ   
CB叫ABu亡e払  ロ  ◇6PAAOBACld  ロ  K∧州払XOYeld  ロ   

3d「APA揖〔e払  口   nfl払Kf払Cld   口  日印◇γ1ATe払  ロ   

◇6PATHTfC仏   Bも1払C払   口  nP◇THB＝T＝Cld  口   

Bも3BPAudfMe払  ロ   6日払e払   ロ  B’beTO†ndTHe払  6   

Bも38PdTHBl】C払  口   nP◇e払   NAA七払C払   

Cl】MIAT◇uAe払    K◇目しIABAl◇TC払  60払甲払e払   

e’h日日A01月AelA  ロ  n叩◇†1A怜e払  口   ∧‖udlOCld   

C仙X◇†Cld   K∧A‖帆仁MC臥   Bl】3M払丁亡Cld  

B〔∧払Te帆   ロ  3dTB◇PH∧もC払  口  ◇TBbPX亡Cld   

∧HuHTC払   ロ  ◇6◇∧◇リH∧He払  ロ  Pd36f邦fC払   

H3EもIHelA   口  eもBK◇†n‖∧ACm  口  ◇TCT◇Ynd亡MCld  ロ   

60払THCld   ロ  C◇BK◇†日日∧ACld  口  n叩亡6P◇AldCld  ロ   

払B＝THC払   ロ  n叩…◇rdHTfCIA  口  Pd36◇∧電Bもe帆  ロ   

◇†Ad〈HC払   KP◇y丁目一日elA   口  K◇‖り払uAC払  ロ   

6b衿甲亡C払   6P◇AH†HC払   3dlく∧他山de払  

‖M〔T〔e払   rPABHTHC払   eMldT◇ude払  

B叩X〔e帆   3dT（〉ATHC払   Cl】‖A◇uAC払  

AB＝X〔C払   nPHAATHe払   eK◇nHl刃de払  

e◇HA〔e払   Cl｝TB◇PHC払   口  TP◇†AH山ACm  口   

Cl】私山dC払   ◇LTeT◇ynHCld   口  TPHAHude払  口   

e日仏udC帆   e◇BK◇YnHem   nO「Ndude払  
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再帰動詞   頻度   再帰動詞   頻度   再帰動詞   頻度   

C∧d↓udelA   ＝enO∧日日e払   ロ  nP〔AduAe払  口   

Brk＝1AC払   口  Bll3M◇∧HC払  口  Pd3AbPdC一也  口   

◇6叫ACld   n∧AKA∧‖ekl   Bも3M払∧AC払  

el】6PAekl   口  n◇TPO†A‖C払  ロ  n◇P怜u∧deld  口   

n∧AlくdC払   ロ  Oy6◇払Bu〔Cld  口  BPA，3日∧Ae払  口   

◇γCT叩汀◇el刃deld  口  CtlM叩月日瀾  ロ   ◇60†払e払   

nP〔CTAB‖eTAC払  口  el】6PA11fC払  口   E◇P払e払   

◇6PAl山A…e払   口  Bd∧払怜叫亡e払  口  

主要な動詞の意味を調べてみると、nP七CTABHCIA（亡くなった）、6日u川e払  

（掛、）3ArOP七e払（火を出し）、B叩OT‖udC■d（引き返した）、M止uACld（捕  

えた）、P◇AHe払（生まれた）、CTdB＝Tもe払（叙任される）、3ATB◇叩uAeld  

（身を隠した）、n◇K∧O日日UAe払（恭順の意せ表した．）、◇氷川HelA（結婚した）  

等となっている。古代ロシアの古文書の世界を伺い知るこ．とが出来よう。古代教  

会スラブ語では再帰代名詞は次のように活用していた。  

再帰代名詞の活用   

格   変化形   

単数生格   Cf6f   

与格   e〔6七，CH   

対格   eA，e〔6〔   

造格   C0601A   

所格   e【6七  

木村によると生格ef6fには強調の例がみられるという。そこで、『ノヴゴロド  

第一・年代記（シノド本）』に現れた、再帰代名詞生格e〔6〔を含む表現を次にあ   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



再帰動詞の再帰形式について  

げる。  

再帰代名詞生対格（ef6りの例‥  

－j㌻   

YAMSSlXM（1頁虻51行）：  

【6626－02009B］  

TOMb〉K【〈1T電叩HB亡A【B◇∧○ユHMHPもCtlMbCTHC∧d－  

B◇MbBC払6◇叩も川◇B「叩◇AbCKもlはLKもⅠ用Oy，‖3ABOA＝払Kl1  

1〔eTbNOB◇YXP〔CT◇y，日日◇†eT＝払AO‖◇Bb，dHNもl払○†鎚j追  

◇CTdBH；   

同じ年ヴラヂミル（Al）がムスチスラフ（All）と共にノヴゴロド  

のすべての貴族をキエフに連れて行って、ある者には宣誓をさせ、彼  

らを家に帰らせたが、他の着たちは自分のところに残した。  

【6645－07018B］   

n◇T◇Mb邦f eB払T◇C仙B’b◇∧「OB＝リb eもBもKO†n＝BClO  

3…∧怜H◇B「叩◇AbCK◇†怜，HEPATACB÷汀◇日印BfA亡「∧七6もKA，  

K◇†叩‖もIぐも∩◇∧◇B叫H，‖AOud Nd n仙eK◇肌nP◇「◇N‖Tも  

Be七B◇∧◇Ad日日亡nOK◇P‖uAe仏日∧bCKOBHリ日日Mll，   

その後オレグの子スヴヤトスラフ（り榔はノヴゴロド全土の人を  

集め、自分の兄弟グレブ（コ）（リ44）、クルスクの人々、およびポロフ  

ツイを連れて来た。彼らはフセヴオロド（1111）を追い出すためにプ  

スコフを攻めたが、プスコフの人々は彼らに屈しなかった。  

【6645－08018B］  

M＝聞汀≠肌肌＝帥Id3帆◇T旦堕辻，‖も61dXO†TbC払◇†CT叩ト  

「∧H，3ACfK州◇CfKもIBC七；‖ぐもAOyhldBtlu〔…軋3b‖∧怜A＝   
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‖An◇YTH，Bもe日払T日日Ae払NAA◇y6P◇Bb目玉，  

彼らは自分たちのもとから公を追い出さず警戒をして、切り倒し  

た木ですべての（道を）速断してしまっていた。そこ．で彼らは公と途  

中で相談し、ドゥブロヴィナで引き返した。  

［6649－07021B】   

‖3dT◇リHudldK◇yHd肌1給血b eもEPAT◇Mb〉◇K◇Bd－  

Bもu川PO†岬肌山川」…◇e∧亡A＝叩H鋸A川KもC◇6〔「l叩「日  

日汁く川も……3日◇BA「OP◇Ad，＝◇†旦阜壁帆AbPXdufBもMH∧OeT‖  

それから彼らはヤクンと弟を、両手を首にまわして伽をはめ、チエ  

ヂのもとに追放した。その後エリー（A17）は彼らを自分のもとに、ま  

たノヴゴロドからは彼ら二人の妻を連れて来て、彼らを自分の庇護の  

もとにおいた。   

mMSS2XM（2頁：485行）：  

［6688－06043B］   

TO†6◇6払X◇†Bもtu∧HCOy邪AA∧叫‖nも∧K◇Mb，H◇†「○‾  

uH∧H◇K◇∧◇旦廷上TBhPAh，HN〔C’hMrBLIJdTHn）＾K◇y；   

その時スズダリの人々が隊をなして出てきて自分たちの周囲に防  

塁を作っていたが、あえて戦おうとしていなかったからである。  

肌T◇X〔∧七T◇C叩Oy6日udリ叩K◇Bb‖A「◇P◇A叫川  

eB払LT◇「◇日日KO∧もIK‖軋3b払POC仙B，dB∧AAもIKdBもAB◇P亡Oy   
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再帰動詞の再帰形式について  －55－  

旦土壁◇γeTP川H仁「◇Cn◇A‖〔；   

同じ年にヤロスラフ公（Al153）はゴロヂシチェに聖ニコラオスの  

教会を木で建て、また尊師は自分の邸に奉献日（教会を建てた）。  

［6704－15058P／05紬］  

d N◇B「叩◇A叫亡＝3MABllBe柑◇∧◇Ab3d B◇∧◇K◇Mb H  

n◇Be七＝・3引M∧＝eBO川，AbPXAuf Oy旦堕追，H亡n◇γCT払＝Xも  

H◇B◇†「叩◇A◇†；肌X◇XdX◇†n◇「叩◇A◇γn◇B◇∧＝B◇∧◇A＝‾  

MHPH 

フセヴオ・ロド（A177XK）はヴオロクの向こう、および自分の全領  

土においてノヴゴロドの人々を捕え、彼らをノヴゴロドへ行かせず、  

自分のもとにとどめていた。しかし彼らはヴラヂミリの町では中を自  

由に歩き回っていた．。  

［6712－28067B］  

Ml叩1蛤①∧b X仁n◇e仙Kl】‖HK◇∧玉‖Kl】∧怜AbMllBll  

eB払T◇†怜C◇酬怜：”軋3も払仙B叩◇「dBAu汀◇HCAK◇BH叩，  

軋3rhBAl肌リfCAPb；A…K◇∧七AAl◇nbPBもIHBも6◇町〔Xも，  

C∧◇XHCも吐6宣B七‖叫b”   

ムルツプロスは聖ソフィア教会にいるニコラスと人々のもとに使  

者を送って、「私はあなたがたの敵であるイサキオスの子を捕えてい  

ますム私があなたがたの皇帝で・れ ニコラスには大貴族の中の第一・の  

位を与えましょう。冠を脱ぎなさい」と（言った．）。  

［6717－19075P］  

日中∧◇BAu…◇B「叩◇Aリ＝H汀川も川XPfCTも，◇K◇”N亡  

X◇tleMb◇y旦堕旦AbPXdTHArkT‖HAMHTP◇BもIXも）N＝B◇∧◇A＝C－  

∧dBd，日日6◇PHCd，日日†BbPA＝e∧dBA CTdN‖∧◇BH叩‖○肌CT－   
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PdTAA◇MA沢目P◇6日岬”；   

ノヴゴロドの人々は聖なる十字架に口づけをして、「私たらはドミ  

トルの子どもたちもヴラヂスラフもボリスもスタニロフの子トヴェル  

ヂスラフもドマジルの子オヴストラトも私たちのもとにおきたくはな  

い」と（言った）。  

YAMSS3．′ⅩM（3頁‥12行）：  

【6719－01076B】   

nP＝AfAMHTPt・KOyNHLJhH3POyCH，＝Ct）CTOYnHChlTBhP－  

AHC∧A肌nOCAANHl沌CTBA nO e60川BO∧H eTdP七日u蛤旦皇駈‥  

nLrAdX（Ad〈cdnOCdANHリhCTB6At）MHTP◇yK◇yNHILO 

6719（1211）年 ヤクンの子ドミトルがルシから来たの  

で、トヴェルヂスラフは自分の意志で市長官職を自分の年長者に譲っ  

た。そこで（人々は）市長官職をヤクンの子ドミトルに与えた。  

［6721－02078P］  

n砧eK◇BHリH6◇6払方◇γBllTO叩仙岨H3「‖A川KNld3b  

B◇∧◇AHM叩A◇T建辻，An仙CKOB叩H6仏XO†‖A◇3電P旬日  

MN◇r◇CTB◇PHLIJA3∧d H◇TもHA◇LIJd 

プスコフの人々が当時自分たちのもとからヴラヂミル公（J52）を  

追い出していて、湖岸にいたからである。彼ら（リトヴァの人々）は  

多くの悪事を行い、立ち去った。  

［6728－01092B】  

nPHA〔dPXHCnHCK◇nt）MHTPO8dNtL，◇nPdBHBt）Cld6◇‾  

「◇Mb H CB払T◇怜e◇≠‖f怜，BもNOBr◇POAl】MdPTA Bも17；d  

dNTON日払MHTP◇r］◇∧HTもOy旦旦壁B’bl〔CTH，Bt）AdtM◇y川H一   
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再帰動詞の再帰形式について  －5アー  

CK◇nbl◇Bもn叩（MもI山人汀  

6728（1220）年神と聖ソフィアにより正当と認められて、  

大主教ミトロフアンが三月十七日にノヴゴロドに来た。一方アントニー  

を府＝主教は盛大に迎え、彼にベレムイシリでの主教職を与えた。  

【6732－34098B】   

CTA仏6◇6rE Nd「叩七日AAもP屯K◇悼NAAl】KA∧KOMb，  

6七6◇MrEcT◇T◇KAMl州＝CTC＞，＝TOYOyrC，LIJ‖「C＞P◇Arh◇KO∧◇  

辿BもK◇∧七Xも，H6日e払＝HM＝3「叩OAAT◇「◇n◇3A…   

彼はカラク川を見おろす丘の上に陣を張っていたが、その場所は  

石が多かったので、彼は自分（の陣営）のまわりに杭で砦を築き、そ  

の砦の中から彼らと三日間戦った。  

［6736－07103B】  

N◇B「◇POA叫H汁＝≡CT◇払BIJ山〔Bも日用川川◇仙K◇A日日H，  

eTBOPHudB七1亡‖X◇T七山dO†…TH  

e¢yAHMHPd，日印KPもIHKN粗3b肌NdedAf◇γ建辻；   

ノヴゴロドの人々はネヴァ（川）に数日とどまり、民会を開いてス  

ヂミルを殺そうとしたが、公が彼を自分の船にかくまった。  

mMSS4，ⅩM（4頁‥641行）：  

【6742－14118B］  

H◇Tも払山AOγ‖HXもK◇Hb300＝CもT◇BAPOMb HXも，d  

CdMHn◇61；「OuANA∧［Cも，n◇MfTABもUfOP◇yX‖払，HIPHT町  

HC◇BH，HBCt◇T£旦旦旦；dHNHHT◇YK◇CThLOndA◇LIJd 

（ノヴゴロドの人々は）彼らから馬三百頭と彼らの軽重を奪った  

が、彼ら自身は武器、盾、投げ槍、およびその他すべてを投げ捨てて   
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森の方に逃げ、他の者は屍となって倒れた。  

［6745－03120B】   

TOr◇X亡∧馬丁d nPHA◇lM BCH∧七Be＾H岬NrEMリH H3t・  

3dM叩Htd B叩「Oy，H T◇†C◇BK◇†日日Bu〔Cld Be＝，H P日光AN〔  

‖BCld■≠怜AbCKd払3亡M∧払，目口仙CK◇B‖1＝◇T旦！進上n◇e∧AuA  

n◇MO早bM◇γ祁b200，HA◇uANd6〔・36◇祁N◇γ怜∧HTBO†；   

この年ネムツイが大軍勢で海の向こうからリガにやって来たので、  

そこにすべての者、リガの人々とチュヂの全土が集結した。プスコフ  

の人々も二眉人の援軍を送り、神を知らぬリトヴァに向かって兵を進  

めた。  

［6746－・28124p】  

日日Ald K‖軋3b n◇∧KもCTd6日T＝◇K◇∧◇建辻，H C〔BNト  

3An◇γTdTAP◇B〔nPHe日蝕A；K晰3b汁（＝〔○†Cn電肌日日l‾  

T◇X〔，n◇6七光仁；‖6即日dPセリ屯リHT‖，‖n◇eT‖「◇udH，日米H－  

B◇TllCB◇HCK◇‖1AT◇y   

そこで公は自分のまわりに軍隊を置きはじめたが、そこに突然タ  

タールが近づいた。公は何をする暇もなく、逃げた。彼がシチ川7）に  

着いたとき、（タタールが）彼に追いついた。そこで彼は生涯を終え  

たのである。  

［6748－08127P］   

＝NAK∧AAl肌K◇PA6∧払ABd B払Tu‖XもM◇γXb，nP亡X〔  

日蓮上目◇yC丁目山4日KM◇叩；AnPOKも＝Xも，HXK◇ndBl丑仁柏MO†，  

BM亡TAudBNl06叩‖C∧A；d…日日MH◇3日払3Bb日日6もIud；   

彼らは身分の高い人々をこ隻の船に乗せ、自分たちより先に彼ら  

を海に逃がした。また残った者は穴を掘り、その中に大勢を投げ入れ   
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たが、他の多くの者は傷ついていた。  

［6761－07133P］   

CdMH60Nd旦旦壁n01∧H◇K4日b日日HnPfeTOyn川里H叫〉dB－  

AもJ；H nPHC＾dud Brh n＾hCKOB’b H B N◇Bl】rOP◇Arh，X◇Tl叩〔  

MHPA NA Be川BO∧日日◇B「◇P◇AbeKO‖H NA n仙eK◇BbCK◇H；‖  

TdKO◇yMHPHujdCIA 

忌まわしい罪人たちは、自分たらのために条約を結ぽうとして、ブ  

スコフとノヴゴロドに使いをよこし、ノヴゴロド全体とブスコフの意  

志による和睦を望んだ。そして、そのようにして和睦した。  

［6773－10141B】  

n◇OY6日川‖HX〔◇TリACB◇汀○，肌X◇T払甲怜【MOγe打O  

eTB◇PHT‖，n◇60「◇y n◇n◇y早bul◇‖d N叩も，‖A n◇「川◇†蛤  

仙TB◇Y，3AXP＝CTb仏日CKO†怜KPOBb，B∧◇X‖e…◇†Bもe叩叫亡〉  

C◇HM帆eも旦裏道PH30y，   

自分の父が殺害された後、彼が望まなかったにも拘らず、神がキ  

リスト教徒の血のために彼ら異教のリトヴァに差し向けられたので、  

彼は神のお告げにより僧衣を脱いだ。  

［6773－12141Bl   

eもBK◇y日日◇K◇几◇鎚月旦B◇H◇TリdCB◇汀◇日日叩払丁目H，  

nOM◇川BもC払KPfCT◇γ1仁CTH◇MOy，山fAll‖dn◇「4日◇ylO∧HT－  

B◇Y，Hn◇6七AHra，HCT◇払Nd3eM＾日日Xt）BCt＾七T◇ 

彼は、自分の回りに父の軍隊と仲間を集め、正義の十字架に祈った  

後、異教のリトゲァに向かった。そして、彼は彼らを打ち負かし、彼   
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らの国に一年中いた。  

［6774－01142P】   

n◇eAAHuA n仙CK◇BHl‖◇†旦旦壁K日払31d A◇6M‖○‖Td  

∧HTOBbeK◇「◇  

6774（1266年） ブスコフの人々はリトヴァのダウマン   

タスを自分たちの公にした。  

［6774－04142p】  

K‖軋3bX亡「叩A川be◇BKOY日日◇KO八◇旦皇旦皇eH∧◇Y∧‖T◇－   

BbeK◇†怜，＝nO「◇H＝e仏日O…Xも」日払K◇◇†B七AAud日仏CK◇－   

6日l川n◇「○‖怜，◇Te仙uA n◇∧◇Nl】，d CAMH CTd山d KP七nK◇   

nPOTHB◇†＝Mll◇ClOCT叩◇N◇yA6日Nもー 

ゲルデニス候は自分のまわりにリトヴァの軍勢を集め、彼らの後   

を追った。ブスコフの人々は追手がくることを知ると、捕虜を送り返   

し、自分たちはドヴィナ州のこちら側で（東岸で）彼らに対して毅然   

と陣を張った。  

【6776－05143B］  

n◇e仙払P◇eAA肌B旦堅旦旦MteT◇CBldTl】e∧dBdC‖◇∧KもI   

H‖3日CKAuAMACT叩も川叩◇1‖もl七，H‖AIAuAリH‖HT‖日印◇KもI   

B「bB∧dAも11＝＝ABOPも  

ヤロスデフ（K45）は自分の代わりにスヴヤトスラフ（K451）を軍隊   

と共に送った。（彼らは）破城槌の職人を捜し出して、尊師の屋敷で   

破城槌を作り始めた。   

再帰代名詞が強調として使われている例は例えば以下の例があげられよう。   
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再帰動詞の再帰形式について  ー6了－  

YAMSS3・ⅩM（3貢‥12行）‥  

【6719－01076B】  

nPHA〔AM‖TPもKOyNHLJt）＝3P◇yCH｝HCもCT◇ynHC払TBbP－   

A＝e∧AB’b nOeAA‖‖1bCTBA n◇eB◇川B◇∧H CTAP屯＝u怜辿‥   

TもrAdX〔Ad〈cdnOCdANHリbCTB◇At）MHTP◇YKOyNHtltO  

6719（1211）年 ヤクンの子ドミトルがルシから来たの   

で、トヴェルヂスラフは自分の意志で南長官職を自分の年長者に譲っ   

た。そこで（人々は）市長官職をヤクンの子ドミトルに与えた。   

次に再帰代名詞造格の例を示すム  

再帰代名詞造格（C◇6◇怜）の例：   

mMSSlⅩM（1頁：1889行）：   

［6665－02029Bj   

日eもBdAHl丑MⅧ＝叩用Tb払，＝M◇eTもn叩川MduA NABll∧－  

X◇BE，HCTdudCTOPC＞X‖OYr◇POAhNもIXtlB◇P◇Tt），dAPOy3日H  

‖d州◇Mb n◇∧◇y，MA∧もー汁く七日KPもB‖‖〔nP◇仙他山A…祁H  

e01；◇l◇  

そして兄弟たちは争い始めた。人々はヴオルホフ川（にかかる）橋  

を奪い取り、城砦の門のところに見張りを立てた。他の人々は向こう  

岸にいた。彼らは互いに血を流さんばかりであった。  

YAMSS2XM（1頁‥558行）：  

【6689－07044B】  

H6七A4日Mも6屯B〔∧＝Kd；HnP〔AAuACldN◇B◇TllPX叫町  

AldP◇nl】∧KdB〔A亡ぐも叩，OK◇BABも）H‖◇B◇Tl】P邦叫〔Be〔  

eも米川AM＝H CもAf†bMH，‖「◇P◇A’b n◇XbX亡  

彼らの困窮は甚だしかった。ノヴィトルグの人々が降伏したので、   
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彼（A177）はヤロボルク（A1712）に棚をはめ、すべてのノヴィトルグ  

の人々を妻と子どもたちと共に連れ出し、町を焼いた。  

［6696－04048B］  

n◇払eも史述旦拉n仙CK◇B◇YdPXH川CK◇nも「AB叩仙，H  

A◇uHAl】n仙CK◇Bd PA36◇∧〔Clれ，‖n◇CTPH汁；f‖B∧dAもIKA＝  

BもCK＝MO†，日日PfeTdBHeldMrEe叫払◇KTl山号州＝沌13，‖dCBld－  

T◇yl◇M◇yl川‖KOYKAPnA＝n川Oy∧d，   

大主教ガグリイルが（彼を）自分と共にブスコフに連れて来たが、  

彼はプスコフまで来て病気になった。そこで尊師は彼を剃髪させてス  

ヒマ僧にした．。それから彼は亡くなったのである。十月十三日、聖殉  

教者カルブスとパピュルスの日のことであった。  

【6699－05050B】  

BもT◇〉K仁∧1T◇X◇A‖KM43b払P◇e∧dBNA∧OYK町nO－3－  

Bd肌n◇∧◇TbeK◇怜K‖払Xb〔怜目口◇∧◇叩‖もl，Hn◇払el｝C◇6◇怜  

N◇肌「叩◇Abりbn叩fAbNK‖◇AP◇γX…◇†；  

同じ年ヤロスラフ公（Al153）は、ポロックの公たちとポロック  

の人々に呼ばれてルキを攻めたが、彼はノヴゴロドの人々の先遣隊を  

連れて行った。  

［6699－06050B】   

日el】‖払山de仏日d P◇y6亡祁日日n◇∧◇邪Hud MfXH e◇E◇衿  

∧LO6t）Bb，FdK◇Nd3‖M◇YBCrEM1］Ct｝NrdTHC払∧LC，60Nd＾HTB◇y，  

∧給6◇NAl怜Ab；日日PHA亡KNld3b N◇B◇γ「◇P◇A◇γmP◇C∧dBも  

◇AdP川もTも「Ad汁くり◇AHe払OyKN軋3帆Cも川も◇yl叩◇C∧dBd 

彼らは国境に集まり、リトヴァを攻めるためであれ、チュヂを攻め  

るためであれ、すべての者が冬に集まるように合意した。ヤロスラフ   
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再帰動詞の再帰形式について  －63－  

公（Al153）は贈物を受け取り、ノヴゴロドへ帰った。この時ヤロスラ  

フ公（Al153）に息子が生れた。  

［6701－08053p】   

‖帆KO CK◇n＝山d B◇〔H Btlle仙u4日3「◇P◇AA Kl】B◇－  

用◇A七：”n◇HAH Bもr◇P◇Aも，n◇…もCも史逃旦拉12MOγ祁  

B椚bl封‖Xも”；   

軍勢を集め終えると、彼らは軍司令官のもとに町から使者を送り、  

「十二人の貴族と共に町に来なさい」（と言った）。  

［6701－09053P】   

日日A〔Bl】「◇P◇Al】BOfBOAd，n◇‖M払eもぐ◇6◇怜n◇nd  

＝BANKd∧汀川A日日‖七方もB椚bu‖Xも，He七K◇山A…dK州◇γNも  

ぐBldTもl払BAPBAP叫  

そこ．で軍司令官は司祭イヴァンコ・レゲンやそのほかの貴族を連  

れて－町に入った。（ユグラの人々は）聖パルバラの日（12月4日）の  

前日に、彼らを斬り殺した。  

［6704－08057B］   

d Be七B◇∧◇AもHA＝dlbP‖H「◇Bも，eもK◇ynHBも川∧◇γ  

CB◇怜日日◇∧◇BblbCK◇yeH∧◇†nPHB亡Al】，HB◇米山封亡eもC◇6◇怜  

n◇edA日日KdN◇B「叩◇AbCKdrOMHP◇uKOγ日日B州K4日①◇MOy，  

A‖◇B「叩◇A叫自Mもn◇B川〔HT日日A∧OyKもl   

一■方フセヴオロド（A177XK）は自分の軍隊を集め、ポロフツイの  

軍隊を率い、チェルニゴフを攻めた。彼はノヴゴロドの市長官ミロシ   
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香川大学経済学部 研究年報 36  －6妻」－－  

カ、イヴァンコ、およびフォマを自分と共に連れ歩き、ノヴゴロドの  

人々にはルキを攻めるように命じた。   

［6704－・09057B］  

‖A◇UdCも町◇C∧AB◇Mb，HC電A加もu川d∧◇yPd方も，BO－  

P◇TH山dC払AOM◇Bb，ABe電B◇∧◇AもBもubAもBも3…∧怜HXも；  

日日f BAd G◇「1】M〔X日日MH KPもB日日P◇∧＝T‖払EO∧buA，H Bもー  

31AuA M＝PもM〔XH e◇6◇怜，  

彼らはヤロスラフ（Al153）と共に行き、ルキにとどまった後に家  

に帰ったが、フセヴォロド（A177XK）は彼らの国に入った0そして神  

は彼らの間にそれ以上血を流すことを許されず、彼らは互いに和を結  

んだ。  

［6706－150606j   

H〔eTP打OudnO∧○岬‖〔Cもn◇K∧◇N◇MhNA◇31；P＝d  

KACl】＝∧f；‖Bl】・3bMもu川M叩も，Bll3BPATHuAC払‖◇B◇Y「叩◇A◇y  

60「1】6◇N〔BAdKPtlBHnP◇∧HTL）ldKPfCTbrAN◇Ml・MfXHCQB9LC  

ポロックの人々はカスプリ湖のほとりで（彼らを）礼をもって出  

迎えた。そこで彼らは和を結び、ノヴゴロドに帰った。神がキリスト  

教徒が互いに血を流すことを許されなかったからである。  

匝717－10074pj  

d C◇60蛤n◇払C王JNA eB◇亡r◇K◇CTldNT日日A‖n◇edAN‖KA  

AもMHTPd，CTP…Ndn◇AもnP州bCK◇Mb，dB払TbuH方も7   

一方彼は自分の息子コスチャンチン（Kl）とプロニスクの近くで失で   
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ー65－  再帰動詞の再帰形式について   

傷つけられた市長官ドミトルと七人の貴族を自分と共に連れて行った。  

mMSS3ⅩM（1頁：69行）‥   

［6719－09077B］   

T’brAd X〔61dLIJ＝叩Huh＾t），rlP電X亡H3rNdNHldMHTP◇一  

肌N払APXH川‖eK◇nA，A◇6叩‖d払AP加KOBHリbH3もリ日用叩「一  

PAAd＝nP＝Bf3屯Clle◇6◇衿「P◇肌「◇en◇A川b，AeAMl】n◇CT－  

PHXfeldNAX◇yTH‖電◇†eBIAT◇「OenACA；   

この時大主教ミトロフアンが追放される前に、ツァリグラドから  

ヤドレイクの子ドブルイニヤが来ていた。彼は主の棺を携えてやって  

来たが、彼自身はフトイニ（修道院）の聖救世主（教会）で剃髪した。  

［6723－08081P］   

T◇「◇邦f∧t†A n◇HA〔K日払3b払P◇e∧ABもNdTl】PXもKll，  

n◇＝MldCl）旦9旦皇位TBbPAHC＾dBdMHXd＾K◇B‖岬，MHKHrOYOPd，  

no∧怜AA，C6もIC∧dBA，eM川d，◇仙KeOy，＝MH◇「◇60町も，H  

◇AdPHBl】，nPHC∧d Bも＝◇Bl】「◇P◇A’b；  

同じ年ヤロスラフ公（K4）はトルジョク5）（ノヴィトルグ）に行き、  

ミハルコの子トヴェルヂスラフ、ミキフォル、ポリュ・ド、スブィスラ  

フ、スメン、オレクサ、および多くの貴族を連れて行って、贈物をし、  

彼らをノヴゴロドに帰したが、  

［6724－15084B］   

町◇C∧ABも〉Kfn◇HA〔CもT◇P◇XKOy，n◇HMdBlleT叩翔一  

uH亡M◇†X＝ぐも史追旦拉N◇B「叩◇AbeT叫HM◇∧◇AもIXもH・36◇‾   
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香川大学経済学部 研究年報 36  ー66－  

P◇Mも，d‖◇B◇Tl）PX叫HBe町  

そこでヤロスラフ（K4）はノヴゴロドの貴族、選ばれた壮丁、ノ  

ヴィトルグの人々のすべてを伴い、トルジョクを出た。  

【6725－01087P］  

n◇HAfMbCT‖C〈dBKもl柑◇†，◇CTdB目的N◇B汀◇POA七K‖払－  

「もINl◇H eも川d CB◇f「◇BACH∧‖町 ＝ n◇払CもC◇6◇怜「l◇P「ld  

＝BdNK◇B＝叩，C6もIe∧dBAeTHM川‖岬，◇仙KCOyn◇yTH∧◇BH岬   

6725（1217）年ムスチスラフ（J51）はノヴゴロドに公妃  

と息子のヴァシリー（J511）1）を残して、キエフに行った。彼はイヴァ  

ンコの子ギユノレギ、ステパンの子スブィスデフ、プチロの子オ■レクサ  

を連れて行った。  

【6726－29090B】   

◇，B亡∧‖KOf，6PdTb〔，1怜AOCもBAA＝◇Kd‖bNも川∧＝払BO∧も；  

Kt）rAd6hlu］f6PdNH6もIT‖Nd n◇「dNもIrd，TもrAd CFd NdtlraLIJd  

E‖T‖Mf黒目C◇6◇怜；  

ああ、大きな奇蹟を、兄弟たちよ、呪われた悪魔が起こさせたも  

のだ。いくさは異教徒に対してあるべきであったのに、味方同士で戦  

い始めたのである。  

［6733－02101P］   

HTO「◇∧馬丁dHAfKM43bMHXAH∧t・Kもrl◇P「l◇，n◇‖M払  

eも旦旦巨生垣M◇YX日日◇B「叩◇AbCKもⅠ払，nPd6日TもT◇BAP◇Bも，1T◇  

n◇HMd∧t・＝dTIIPXbKO†Hn◇eB◇川B◇∧◇eT日   

岡じ年ミハイル公（「41）はノヴゴロドの市民を連れて、（エリーが）  

トルジョクと自分の領地に課していた財物を取りに、ユリー（K3）の   
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再帰動詞の再帰形式について  －6－7－  

もとに行った。  

［6736－48107P〕  

TO日光亡3日M℃n06電光川fA◇PもAd日日∧OBHりbeもrH◇γ－  

‖OMbldK‖M◇Mb，n◇＝MuJ〔Cもe叩2K‖他端＝岬，“AOPd＝  

d∧bKedHAPd，Cl岬◇n◇†CTNもIld日仏玉川Bl】◇†TOP日日K，B‖◇1b 

同じ（年の）冬、乾酪週の火曜日17）（1229年2月20日）の夜、  

ダニルの子フェドルは二人の公子フェドル（K41）とアレクサンドル  

（K42）を連れて－、チウンのヤキムと共に逃げた。   

［6737－15109P］   

BもリbPNH「◇肌Kも6PATbH，nOHMlれeも旦旦旦旦蛤N◇B「叩◇一  

叫f6◇「OYC∧ABd「◇押C仙BHl押・C6もl…ABA払K◇†NK◇BH岬，A◇剛  

MAuATBbPA＝C∧AB‖l押，「∧七6d，n◇edAN‖リbCも川も，M‖X州∧KA  

MHK佃◇P◇BHリ〉M＝XA∧仏日PHK◇ynOBA；   

ノヴゴロドの人ゴリスラフの子ボグスラフ、ヤクンコの子スブィス  

ラフ、トヴェルヂスラフの子ドマシ、市長官の子グレプ、ミキフォル  

の子ミハルコ 、およびプリクプの子ミハリを連れて、チェルニゴフの  

兄弟のもとに行ったが、  

［6738－33112B］  

H C七A℃Bl】2日亡ArE∧H，＝Af◇n随一b B′b n叩f払C∧d仙，n◇払  

eも旦受旦旦拉M◇yX日日◇B「叩◇AbCKもl払M◇∧◇XbuAld，d CもINA   
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一路一一－  香川大学経済学部 研究年報 36  

eB01A2日◇CdA‖N◇B七「叩◇A電，“◇A◇PdH◇∧bKCANAPd  

彼は二週間（ノヴゴロドに）とどまった後、ノヴゴロドの市民を連  

れて、再びペレヤスラグリに行き、自分の二人の息子フェオドル（K41）  

とアレクサンドル（K42）をノヴゴロドに据えた。  

r6744－01120Pj   
nOHAfK日払3b払P◇C∧dBl川肌N◇Bd「叩◇AAKもl用◇γ‖A  

CT◇∧も，n◇HM払Crh史堕旦拉NOBrC＞P◇ALJHB払TLIJ‖Xも：COYAHMHPd  

BrもC∧ABb‖七，払K‖MAB∧◇Y‖KO8日ld，K◇CT◇†B払1fC∧ABHIA，A  

N◇BOT叩邦叩blOOM◇y端；   

6744（1236）年 ヤロスラフ公（K4）は公座につくために、  

ノヴゴロドの貴族スラヴノのスヂミル、ヴルンコの子ヤキム、ヴニチエ  

スデフの子コスタ、および百人のノヴィトルグの人々と共に、ノヴゴ  

ロドからキエフに向かった。  

［6778－15149P］  

ACA肌nOt方ABTdT叩叫n◇HMdCも史逃旦拉n仁TPH∧A  

P7｝ItldrdHMHXdH∧dnHN叩HNHtlA，HBb3BPdT‖TdTdPbCK◇yLC＞  

PATb，TAK◇p〔Kもり〔edP用＝‥”N◇B「叩◇叫日日PAB‖，d叩◇C∧A肌  

B‖‖◇BdTも   

そこで、自分はタタールの軍勢を引き返させるためにベトリロ・ルイ  

チャグとピネシチャの子ミハイロを伴ってタタールの地へ向かい、「ノ  

ヴゴロドの人々は正しい。ヤロスラフ（K45）が悪い」と皇帝に言った。  

【6823－02159p】   

…T◇「◇祁〔∧七Td n◇HA＝Nlれ3b MHX州∧◇け3も叩AもIB  

P◇YCb，B〔Aも川C！旦旦旦拉TdTdP封，◇KdNbNd「◇T4日T…叩払   

同じ年、ミハイル公（K452）が本営から、タタールと呪われたタイ   
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－6二9－   再帰動詞の再帰形式について  

テメリを伴いルー・シに向かった。  

【6826－06161P】  

Ae仙‖】nP‖6奄XdBN◇Bl｝「OPOAl｝，‖‖◇3B4日◇B「叩◇A－   

リ柑もぐも旦些旦拉，＝A◇uHいC日日MBCbNOBt・rOP◇Aも目口仙eKOBも，   

nOHM皿肌巨B∧dAもIK◇γAdBも仏ACl】史廷旦投；  

－方、ユー・リイ（Ql）自身はノヴゴロドに逃れ、ノヴゴロドの人々   

と自分の軍勢を呼んだ。そして、ノヴゴロドとブスコ■フの全軍は彼ら   

と共にいき、尊師ダヴィドを伴った。   

次に再帰代名詞与格の例を示すム  

再帰代名詞与、所格（e06電）の例：   

mMSS3ⅩM（1貫：1855行）：  

［6734－03102p／102B】   

nP電祁f CB◇trO nPrEcTdB＾HN日払CdBdTHH CTh3Bd End－  

AもIK◇ydNT◇N日払‖n◇CdANHKdHBdNKdHBCrBNOB「◇P◇Aリt，H  

3dnPdudEPdTb〔eB◇川HBC七X＝◇B「叩◇A叩‥”廿36叩fT‘  

建旦五日r◇γM川A”   

サヴァチー・は、自分が死ぬ前に尊師アントニー・、市長官イヴァン  

コとすべてのノヴゴロドの人々を呼び、自分の兄弟とすべてのノヴゴ  

ロドの人々に「自分たちで修道院長を選びなさい」と頼んだ。  

t6736－11104P］   

HC∧も皿ABu川仙CK◇BHリ‖，払K◇HAfTbK日日MもK岬3b，  

‖．3ATB叩Hude払Bも「叩◇A七，Nfn◇yeTHudK£旦旦玉；   

ブスコフの人々は公が自分たちのもとに向かっていることを聞い   
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香川大学経済学部 研究年報 36  

て町に立てこもり、自分たらのもとに入れなかった。  

【6736－50107B］   

Ad ON◇＝Mも6◇rl】H KP亡eTも1〔eTbNも川，d Mもl史進運  

…軋31dnPOMもIe∧HMll”；   

彼らを神と聖なる十字架が裁かれますよう。私たちは自分たちの  

公のことを考えよう」と言った．。  

一刀ト  

再帰代名詞生、対格（C06りの例：  

【6740－06115B〕   

○…XfCTdud．3A日日MHKP七nK◇，Nl】P〔K◇uA：”npHe－  

∧HT〔K NHMrh淋ENLl‖Xt）＝T◇BdPt｝，T◇XC MもIBhltlfC＾dBd  

n◇†CTHMも；H〈HBもl旦全室遇，AMもIe◇6〔”   

彼らは彼らに強い態度をとって、「彼らのもとに彼らの妻と財物を  

送りなさい。そうすれば私たちもヴヤチェスラフを解放しましょう。  

さもなければ、あなたがたはあなたがたで、私たちは私たちで好きな  

ようにすることになるでしょう。」と言った。  

［6746－331241り   

日◇◇Y汁くf KT◇Xf史建玉CTd仙6奄B N仁A◇◇γM七‖…H  

CTPAC屯；＝TdK◇n◇「A日日H B，31duA「PAAll，日日e電K◇uA BelA  

OTM◇yXbCKdn◇∧◇γHÅ○邪川ムeKd，日印加C柑HIHNBebH  

l〔PN◇PH3bCKも川，d B日日3も◇6‖d粥川◇日日OP◇y「dN◇，   

皆が疑いと恐怖におちいったときに、異教の者たちは町を占領し、  

男から女まですべての者、すべての聖職者と修道僧を斬り殺し、皆を   
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再帰動詞の再帰形式について  －7ヱー  

裸にして辱めた。  

［6751－04130B］   

怜Xf◇γ6‖eBO日日deも川◇肌BM拍B七光＝「◇∧OB七‥HAf  

Ml叩O C＞T‖K◇NもIn012ANH‖，NdHAt4B◇甲dNHLIH払K◇B’h  

eTbK∧仏日＝り怜；   

公妃はメドヴェヂヤ・ゴロヴァで先妻の息子が殺害したのであっ  

た。イコンから聖油が12日間出続け、ガラスの容器に入るくらいの  

畳が4箇の蝋製の容暑引こ満たされた。  

［6751－05130B］   

HnP日蝕3◇udB‖◇肌「OP◇Al】ABrEHdE∧A「Oe∧OB川‖f，  

A Bl】n∧beK◇Bl；◇eTdB‖ud ABrE£旦旦旦  

（人々は）2箇をノヴゴロドに祝福を受けるために持って一行き、2  

箇は自分達のためにプスコフに残した．。  

［6767－12137B］  

‖3〈もIXもぐ8七T◇MblduAeldlH〉「‖e∧◇：TBP叩払X◇γ6◇  

60仏P〔£旦旦宣∧汀K◇，d M川uHMも3∧○   

そして、人々は悪企みによって人頭税を支払った。つまり、貴族た  

ちは自分たちには軽く、平民たちには重くしたのである。  

［6770－06139p］   

＝E払uH「PdA TB叩肌怜Pb〔B’b，Bも3CT加叫‖MN◇一  

祁hCTB◇∧LOAHHBNeMhBCLAKもIXb，H6払X◇YnPHCTPO＝∧‖史遁蓬  

6PANb‖A「PAA電KP加K◇†；N01fCTN4「◇KP〔eTACH〈AHCB払‾  

TC・HCC・rOlhHBC〔rAdNH3＾drdfTbNtnPdBA◇YHMrELC＞LPHXt）：   

ユリエフは堅固な町であり、3つの城壁に囲まれ、その中にはあ   
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らゆる人々が大勢いた。そして、砦には強固な防護壁が築かれていた．。  

しかし、正義の十字架と聖ソフィヤの力は、常に正義無き者を倒すの  

である。  

【6773－09141Pl  

NOHLIJ〔Atl◇TOTリd，C「PdAH旦旦旦玉MdNdCT叫〉hBtLXPH－  

CTbl州fXt），HTOynPfB7）l削川胴，CMBhlCBldT◇yLOTPOHLItC＞，◇T甲  

Heも川AHCBldTO「◇AOyXd   

彼は、父の元を離れ、キリスト教徒たちの中で修道院を建てた。そ  

して、そこで滞在し、聖三位－■体、すなわち父と子と精霊を讃えた．。  

【6776－16144B】  

A n◇∧七BO†CTd MHXAH∧○，N◇B「叩○叫日米feTdud B  

∧叫f光【踏3日OMOyn◇∧K◇ynPOTH60y6日HKOHCBHNbH TdKO  

n◇HA◇uAnPOT‖B◇†旦旦巨玉；   

－・方、左手にはミハイル（K452？）が陣を取り、ノヴゴロドの人々  

は大規模な横形の陣形を取った甲宵隊に対峠した。こうして互いに進  

んだ。  

［6776－37146p／146B】  

HTAK◇CTA山d6∧H3もnP◇THBOy旦逃道，◇XAdlO甲〔eBl汀d  

◇NHX亡◇KdNbNHHKP〔CT◇nP〔CTOynNHリH，N〔A◇XAdBrhu〔CBrE－  

TA，n◇6七「◇uA  

そこで、彼らは近くに対時し、夜明けを待った。ところが、彼ら  

呪われた十字架に背く者たちは、夜明けを待たずに逃げてしまった。  

［6778－07148B】  

”d Nも川f，K日払X〔，M M◇需引Ml】T叩nl汀H Lr80汀ONdeH－   
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仙払；日日◇電AH◇TNdel・，dMもIむ遁蓬KNlむ31九日P◇MもIe∧HMl】” 

「公よ。我々はもうあなたの暴政には耐えることができない。我々  

のところから去って下さい。我々は自分達の公を考えます」と。  

【6822－01158p】  

H36日l山AK◇P七∧d「OP◇AIA‖も，KT◇柑仙PO†CHBKOPセー  

仙eK◇Mb「◇P◇AK七，HBもB仏◇uAK吏追五日七M叫b；   

6822（1314）年 コレラはコレラの町の市民をルーシの  

者であれば誰でも殺し、ネムツイを自分達のとこ．ろへ引き入れた。  

［6823－12159B］  

H‖〔X◇Ⅲ6日〔B封AATH，nO日用◇∧日払仏AuA汀◇，日日d  

む建玉ÅOKONld山d50000「PH占用C叩f6Pd，HAOKONldudMHPも  

HKP〔eTl】岬∧◇BduA   

人々は引き渡したくなかったが、しかたなく彼を引き渡し、銀50000  

グリヴナ（を支払うことで）和解し、和を結んで十字架にロづけをした。  

［6823－13159B】  

日日◇M叩◇†KM43b MHXdH∧◇叩H3BAK壁旦玉KNId3払  

d㊦ANACbl九日6◇岬も川◇6「OPOACKも1日，日日肌HMdHXも，日日◇C∧d  

Nd川玉Pb B Td仙，A◇CT州◇Kb∧怜A日日B「◇P◇Al；NAld nP◇－  

AdTdT＝，K◇∧HK◇K◇rOCTdN〔Tb，dCNdCTbOTもHMd◇YBC七Xt・   

ミハイル公（K452）は、和睦の後にアファナーシイ公（Q4）とノヴ  

ゴロドの貴族達を自分のもとに呼び寄せ、彼らを捕らえてトヴェリに  

送り、人質にした。また、残りのノヴゴロドの人々は各人の値段に応   
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じて町で競売にかけられた．。そして、全ての人々から武器を奪った。  

YAMSSlXM（1頁＝70行）：  

HP川町Oe几A肌AP◇γX日日電：”3‖dM川州T【e町n◇‾  

BHBA＝Tf迎OY6P◇γCもけ◇∧◇B◇Y   

ヤロスデフ（13）は、従土団に「しるしをつけよ、頭に布切れを巻  

け－」と言った。  

mMSSl“ⅩM（1頁：1010行）：   

叩Onl】∧KもK旦旦⊆宣3BAu〔N◇肌「OP◇A叫f，Aリ叩＝H「◇Bb－  

eKもIH K日払3b K建追；   

ヤロボルク（A15）はノヴゴロドの人々を自分のもとに呼び集め、  

ま．たチェルニゴフ公は自分のもとに．（人々を呼び集めていた）。  

［6643－07016B］   

BもTO汁；f∧七T◇，NA3‖M◇y，HAfBもP◇†ChAPX川HeKOnll  

…①◇‖Tもeも∧○γ1buHMHM◇γX‖＝3ACTdKもl椚Ⅲぐ＝押印H‾  

r◇B叫HCTOLdLJEnPOTHB◇y迎，HMNOXhCTB◇BOH；＝6◇XHttO  

B◇〈jK〉Cl〕MHPH山AC払  

同じ年の冬大主教ニフオ・ントが貴族と共にルシに行き、キエフ  

の人々とチェルニゴフの人々が互いに相対峠し、多くの軍勢がいるの  

を見たが、彼らは神の意志により和解した。  

［6649－02021P］   

61】T◇邦〔∧LもT◇nPHA◇uAHCKもl用d◇TBC奄BO∧◇AAn◇  

6PdTACB払T◇e∧ABdB日日＝Kもl柑OY；”dCもINdMO汀◇，P州，   
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叩日日MHTf旦仝旦旦K日払3払”  

同じ年キエフのフセヴオロド（甲1）のもとから（人々が）キエ  

フに遜れて行くために弟のスヴヤトスラフ（り胡）を迎えに来て、「私  

の息子を公として受け入れてください」と言った。  

［6649－07021B〕  

H3dT◇LJHLIJdhlK◇yNABl】tlk）AbCt）6PdT◇Mh，OKOBABl止uf  

HPOy岬肌ubHI日日◇e∧柏b nPH鋸Af払Kも£生壁「lOP「H＝  

米川もIfはH3日◇Bd「OP◇Ad，H◇yef6川AbPXdufBもMH∧◇eT廿   

それから彼らはヤクンと弟を、両手を首に．まわして蜘をはめ、チ，コ 

ヂのもとに追放した。その後エリー・（A17）は彼らを自分のもとに、ま  

たノヴゴロドからは彼ら二人の妻を連れて来て、彼らを自分の庇護の  

もとにおいた。  

【66飢－02027B】   

6もTO描〔∧奄TO C叩◇γ6日dPKdAもH「OyM紺＝揮服職  

eB払Tもl払6◇「叩◇AH叩Oyen川耶HeもeTABH£廻追MANAeT叩b；  

H6もIeTb KP【eTb帆‖◇Mll叩H6亡黒目IP亡，AN「川◇MもPAA◇eTb，d  

AbldB◇∧◇ynA「◇†6A 

同じ年修道院長アルカヂーは聖母昇天教会を木で建て、自分の  

た．めに修道院を建てた。それはキリスト教徒には慰めの場であり、天  

使に．は喜びであったが、悪魔には破滅であった。  

YAMSSl・XM（1頁：1823行）‥   

HM‖◇「◇「∧dr◇仙方◇γ‖＝b）肌旦旦旦巨Hd「P馬方も   

彼らは彼に対して多くの誹誘を行ったのであるが、彼ら自身が誤っ   
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ていたのである。  

［6や64－07029P】  

BrL）T◇X〔∧rE；T◇Cl）6PdCrdBChrPdA＾LC＞A‖H，H．3B◇∧HuJd  

£旦旦旦En‖CKOnhn◇CTdBHT＝M◇y汁くd60r◇MhH36PdNAdPKdA日払；  

＝uL）AtLLIJeBCbNdPOAも，n◇LA11Jd‖H3MdNdCTもIPFAC，TCB払Tもl払  

6◇「OP◇AHリ払，  

同じ年町のすべての人々が集まり、神によって選ばれた人アル  

カヂーを自分たちの主教に任命す■ることを望んだ。そしてすべての民  

衆が行って、彼を修道院の聖母（昇天教会）から連れて来た。  

【6675－12034B／035p］  

‖Nd∧f3◇ud迎n◇†Tb NAB叫bKd‖NAB◇∧OAt叩町  

＝HA〔A州be山肌∧A3◇†T日日叫bCtlAP◇yXH‖◇蛤Kも暮用◇†Kも  

MbeTHC∧ABOynOCもINも；   

（人々は）ヴァツイコ（ヴヤチェスラフ∧22）とヴオロダリ（ヴラ  

ヂミルA53）（に連絡する）道をみつけ、ラズチンの子ダニスラフが従  

士団と共にキエフのムスチスラフ（Hl）のもとに（彼の）息子を迎え  

に行った。  

［6684－03040p］   

Hn◇T◇Mbn03B山山AHP◇CT◇B叫H肌辿，‖HA【POe‾  

T◇B◇YCもAP◇†X＝N01◇CB◇㈹，ACも川も◇eTd6日BもNOB汀叩◇A屯；   

その後ロストフの人々が彼を自分たちのところに呼んだので、彼は  

自分の従士団と共にロストフへ行ったが、息子はノダゴロドに残した。  

【6684－06040B〕  

HBt）3BPdTHCrdMI）CTHCMBbBt）N◇Bもr◇P◇At），HN〔nPHT   
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仏日A汀◇N◇B「◇P◇A叫‖，Nlln◇γTb〔M◇†n◇Kd3dudHeもeもト  

N◇Mb CもCBldT◇C∧dB◇Mb；H n◇仏uA H◇B「叩◇A叫‖◇γBet－ 

BO∧◇Ad eも川も迎仏P◇C∧dB  

ムスチスラフ（A1711）はノヴゴロドに帰ったが、ノヴゴロドの人々  

は彼を受け入れず息子スヴヤトスラフ（A17111）と共に追放した。そ  

してノヴゴロドの人々はフセヴオロド（A177XK）のもとから息子とヤ  

ロスラフ（A17jl）を自分たちのもとに迎え入れた。  

［6694－04047pj  

‖◇B「叩◇A叫‖Xf eもK日払封Mb MbeT‖C∧ABOMb H Cも  

H「◇yM川もIHe3n◇nもIeもA◇γMdBもuf，H3BO人目l掴旦空旦旦n◇eTd－  

8日T＝6PdTd Cr◇‖＾hHNt）rdBP‖∧d；H rl◇C＾dLIJd CTL）MC）＾h6◇LO  

KもMHTP◇n◇川TOyKもNHK瞞OPOy；   

ノヴゴロドの人々はムスチスラフ公（J32）と修道院長たちや司祭  

たちと相談して、彼イリヤの兄弟ガヴリイルを自分たちの（大主教と  

して）任命す－ることを望み、彼らは府主教ニケフォロスのもとに願い  

をもって使者を送った。  

［6703－14056P】   

‖n011AeTA B◇〔K◇日日TH Be七B◇∧◇Al】H AABもIAも旦旦∈追，A  

帆P◇C∧A肌リbPN‖「◇BbC柑‖＝「叩be’bEPATM怜；H抑仁6払u川  

MHPAM托X日日M＝，NもPdTb6◇∧bl山姶Bl】3ABH川OyuA 

そしでフセヴオロド（A177XK）とダヴィド（J3）はそれぞれ軍勢を  

集め始め、またチェルニゴフのヤロスラフ（り射2）とイゴリ（岬2）も、  

兄弟と共に（軍勢を集め始めた）。彼らの間に和平はなく、彼らは大   
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きな戦いを起こした。  

【6704－10057B】  

A N◇B「くやOAl】Bも1∧◇XHud B川K日払3＝BもぐB◇60A◇y：  

KA亡HMt）＾LO6◇，T◇YX【旦9旦旦KN帆3払n◇HMdLC＞TblHB’b3BPd－  

T＝Bもe払BerkBO∧◇Aも，nO†eTHせ・◇M◇†N◇B◇†「叩◇AO†，A M＝－  

P◇u郎日日BANK＝〔n◇yeT＝，P◇3「目玉B‖N◇B「叩◇A叩；   

一方すべての公はノヴゴロドを自由にした。彼らの気に入れば、そ  

こで自分たらのために公を受け入れることになったのである。フセヴオ 

ロド（A177方K）は帰って来て、フォマをノヴゴロドに帰したが、ミロ  

シカとイヴァンコは帰さず、ノヴゴロドの人々を怒らせた。  

【6706－07060P］   

＝B〔e＝払u〔e仏6∧A米川も一日A〔uf怜HT亡∧◇Mb，OyeTP◇＝肌  

旦旦壁ndMldThB机bN◇Yl◇HBC電MThKPfCThhlNO肌tlECThNもIH  

MdNAeTもIPb 

至福な者は自分にとっては永遠の記念であり、すべてのキリスト  

教徒にとっては（光栄）である修道院を設けることによって、魂と肉  

体をあげて喜んでいた。  

［6707－01061P］   

nP‖C几dBllBel；B◇∧◇Aも，BもIB〔A〔払P◇C∧ABAH3‖◇Bd「◇－  

P◇Ad＝BfA〔‖肌£旦旦旦；dH3‖◇BA「叩◇AAn◇13BdB仙Aも1K◇γ  

Hn◇edAbN‖Kd MHP◇uK◇γ‖Bldlbu日日M◇yXHn◇Cも川b 

6707（1190）年 ■フセヴオロド（A177XK）は使者を送っ  

てヤロスラフ（Al153）をノヴゴロドから連れ出し、自分のところに連  

れて来た。そして彼は息子を迎えに来るように、尊師、市長官ミロシ   
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カ、および貴族たちをノヴゴロドから呼んだ。  

［6712－36068B］   

eAMHK辿Be＝：”◇X＝A肌N屯TO†HCdK◇B‖岬，e  

‖＝MbXX〔feM川PHu川，AA∧Oyl川もl托Tb◇†MP打‖○†り卜  

eA叩「PdAA，N〔北川He’bCPdM◇Mb◇Tb‖T‖”；   

皆は互いに「（私たらと）共にやって来たイサキオスの子がもはや  

私たちのもとにはいないのであれば、恥と共に立ら去るよりはツァリ  

グラドで死ぬ方がましだ」と（言い合った）。  

［6712－68071B］  

dM七el叫世Md‖払Bも9n◇CTAB＝甲Aリ‘eA叩eB◇打◇∧d－  

TH＝d K◇NAO①∧dP川Ad CB◇‖M日日＝CKOγnもl，‖B∧deTb旦受旦旦  

PA3A七∧Hujd‥リ〔edP柑H「PdA，dMAPK◇e◇γe◇yAも，dA◇γX＝川  

A亡e払T日日A  

五月九日、彼らは自分たちのラテン人、フランドル伯爵を自分た  

ちの主教によって皇帝に任命し、権力を互いの間で分けた。皇帝には  

町を、侯爵は裁判権を、長には十分の一・税が（与えられた．）。  

［6722－15079B】  

N◇B「叩◇A叫日光〔，CTB◇PHBもu亡B七1〔◇旦象旦旦，n◇1duA  

「dAATHHP川仁LTBbPA‖C∧ABt・n◇edAN＝Kも：”払K◇，6PdTH〔，  

CTPdAd＾HAtAHNdu…◇TtlH3dPOyChCK◇Yh）3fM＾LO，TdK◇，  

6PdTt）t，H MもIn◇HAHMtL n◇CB◇fMb KN払3H   

ノヴゴロドの人々は彼らだけで民会を開き、相談し始めた．。そし  

て市長官トヴェルヂスラフは「兄弟たちよ、私たちの祖父や父がルシ  

の国のために尽くしたように、兄弟たちよ、私たちも私たちの公の後   
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に従おう」と言った。  

【6723－17081B／082p］   

A Bl】‖◇Bl】「◇P◇Al】nP‖C∧dBも‖BOPd目しIdn◇NOed，Bもl－  

B【Af KNld「も川伶eB◇怜K旦裏道，Al】1叩b MbeT‖e∧AB∧怜；  

そして（公は）イヴオルとチャボノスをノヴゴロドに使者として  

送って来て、ムスチスラフの娘である自分の公妃を自分のもとに連れ  

出して来させた。  

［6726－12089P］   

H∧＝BAub eP◇A‖HKllOKA‖b蝿川CB帆TOnも∧Kl】，‖36＝Bl1  

6PATblOCB◇給：ON…AB加叩bりAPCT6d，A旦旦壁B机bNOγ怜  

M◇yKOY   

またお前たちの縁者である呪われたスヴヤトポルク（07）は自分の  

兄弟を殺して（神より何を受けたか）、彼らには天国の冠、そして（ス  

ヴヤトポルク）自身には永遠の苦しみではなかったか。  

［6726－16089P／089BJ  

「∧屯6tl訳亡B◇∧◇AHM叫beもGPAT◇Mも∩◇3BA払K旦退，  

払K◇NdリfeTb n叫〉帥川Id，肌eB◇H LuATbPも；◇H＝X＝〔B一転－  

A◇叩〔3仙l払汀◇MもIC川HnP七仙CT＝，BeH6K日払3b，K◇XA◇  

Ct・eB◇HMH6◇払PもIH ABOP仏日町nP‖A◇ud BlユudTbPも〔怜 

ヴラヂミルの子グレブ（H41）は弟（H44）と共に彼らを酒盛りに招  

くふりをして自分の幕舎に呼び寄せた。彼の悪企みや嘘を知らずに、  

六人の公は各々自分の貴族や廷臣を伴って二人の幕舎にやって来た。  

t6726－22090P］  

eb X〔◇KdNbNも川「∧奄6もH K◇CT仏日THNl】，6PdT汀◇，   
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◇＝七Mも◇†「◇T◇BAリAPeTBON柑日用◇（，d£旦壁M◇†K◇†B七1b一  

日◇†怜‖CもA◇yM叫HCB◇HM＝ 

この呪われたグレブ（H41）とその弟コンスタンチン（H44）は、彼  

らに天の王国を、自分には共犯者たちと共に永遠の苦しみを準備した  

のであった。  

【6727－01091B】  

nP＝e仙鋸∧HKもIH KN軋3b MbeTHe∧dB P◇MA‖OB＝リb‖e  

Kもl柑AeもtNl】CBO‖BC屯B◇∧◇Aも，P川f‥”np＝HM汀f壬生旦皇K日払3払  

BCCBO∧OAd，d（H引払TC＞C＾dBdCTdP川Ludr◇nOyCTHT〔Kt・MN七’’  

N◇B「叩◇A明日汁托1BO∧K〉〔「○（TB叩HuA   

6727（1219）年ロマンの子ムスチスラフ大公（J12）が、  

キエフから自分の子フセヴオロド（J122）を送ってよこし、「フセヴオ  

ロドを公として受け入れ、兄のスヴヤトスラフ（J121）を私のところに  

よこしなさい」と言った。ノヴゴロドの人々は彼の言う通りにした。  

［6732－18097P】   

＝TdK◇A◇γMdBl】山〔MN◇「◇◇旦旦弘払uAe払n◇∩◇γTb，  

目口◇K∧◇‖dA七∧仏日M◇∧6も川‖軋3bn◇∧◇BblbCKもーXも   

（公たちは）自分たちだけでよく考え、ポロフツイが礼をつくし  

梯みもしたので、出陣に同意した。  

［6732－23097B］  

dBもIBl】3MHT亡C‖dM‖MHPも；A汁（仁Bも16亡XATbKl】BAMl】，  

d6日＝T＝Xも◇TTO∧t；，d TOBdPLltM＾‖T〔K旦堕旦‥3dN〔Xt  

C∧もIudX◇Mも，払K◇HBdMもM‖◇「◇3皿dCTB叩Hl肌；   

あなたがたは私たちと和を結び、彼らがあなたがたのもとに逃れ  

て来ても、そこから彼らをたたき出し、（彼らの）財物を自分のもの   
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にして下さい。なぜなら私たらは彼らがあなたがた．に対して多くの悪  

を行ったと聞いているからです。  

［6736－26105P］   

＝∧＝ECT＝d‖AC OYA◇yMd＾H，TもMLlnP◇THMf BdCt）  

CIIeB払T◇怜6◇「◇POAHリ〔怜H e’b n◇K∧◇NO…】；T◇Bもl∧川亡  

NdCl】HCrEtl‖Tf，dXENも川A奄THn◇fM＾亡Tf旦旦巨巨，dN〔∧Crytl〔  

no「d‖日日；Tl）BdMlleld K∧A‖ld…も   

もしあなたがたが私た／ちに何か企んでいるなら、私たちは聖母と  

共につつしんであなたがたに異議を唱えますム異教徒にそうされるぐ  

らいなら、あなたがたに斬り殺され、妻や子どもを取られる方がまし  

ですL」と言った。  

［6736－46107P］   

nOfA‖K NdMも，3d6◇那NHLJb〔◇T∧◇XH，C◇yAhf Tl◇BO－  

∧◇CTHN亡CMTH；NdBC七日B◇∧HNdu川HNdBhC〔Xt）rPdM◇‾  

TAXも叩◇e〈AB仙XもTも川AubK‖払3b；   

「私たちのところに凍て下さい。ザポジニッイエ14）を廃止し、領  

地に裁判官を派遣しないで下さい15）。私たちの総意とヤロスラ■フの  

全ての文書16）によってあなたは私たちの公となっているのですム  

［6736－47107P］  

H∧H Tもl旦9旦旦，d MもIC◇6仁   

さもなければあなたはあなたで、私たちは私たちで勝手にするこ  

とになります」と言った。  

［6737－13109P】   

什3B◇∧H6◇「もC∧◇yXH一日仏旦受旦皇日日ACT◇yXAe∧OB亡eb‾   
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NもIXも◇Bbl＝◇B◇y「叩◇A◇yHBe七日◇6∧AeTH亡「◇，HBも旧Cld  

en◇叩‖A◇‖b日日◇C∧AuAn◇仙肌MANdCTl岬bH，叩HB〔Aもu〔，  

n◇CdAHu］dHBt・ABC＞PTE，A◇NAfXCn◇HA〔Kも］柑◇yCTdBHTrhCrA 

神は自らのしもぺで、ノヴゴロドとその全領民の、言葉を話す羊  

の牧者を選ばれ、スビリドン（の簸）が引かれた。そこで（人々は）  

彼を迎えに修道院に使者を送り、連れて来ると、キエフに叙任を受け  

に行くまで彼を（尊師の）邸においた。  

工卵37－19109B］  

P〔Kd：”◇TCT◇ynHCldB◇∧◇Kd，‖tlT◇eCThNOB「C＞P◇Ah－  

eKd「○3dT060衿，川∧◇抄…3du∧も，dKPfCTもりも∧◇yH”H  

P州町Oe仙B：”T◇「◇N〔OTCTOynA怜，dKPbCTN〔隼∧◇yl◇；  

Bもlむ遁旦，A払辿”；HAbPbXd n◇e∧もIBe亡∧電T◇   

「ヴォロクとあなたがたが力づぐで占領したあなたのノヴゴロド  

の地から手を引き、十字架に口づけしなさい」と言った。ヤロスラフ  

（K4）は「それは手放さない。十字架に口づけもしない。あなたがた・は  

あなたがた、私は私だ」と言い、使者を夏中拘留した。  

［6738－31112B】   

Cl）NdCKP〔CTN◇〔tl〔∧◇BdN＝亡；dTL川◇HAHnP◇tlI），AMもl  

迎KNld3払nP◇MもIC∧HMl】”   

私たちから十字架への口づけを（得ていながら）、もうニコラオス  

の日（12月6日）ではありませんか。あなたは出て行きなさい、私た  

ちは自分たちで公を考えます」（と言った）。  

［6740－06115B］   

◇日日汁こtCTduA3A‖HMHKP玉nK◇，N’bP〔K◇山d：’’叩HC－  

川T＝日日M几・封い汀ほI目方も＝T◇BAPも，T◇X仁MもIBldl〔C∧dBd   
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noγeT‖Mも；H∧＝BもIe◇E電，AMもl旦堕旦”  

彼らは彼らに強い態度をとって、「彼らのもとに彼らの妻と財物を  

送りなさい。そうすれば私たちもヴヤチェスラフを解放しましょう。  

さもなければ、あなたがたはあなたがたで、私たちは私たちで好きな  

ようにすることになるでしょう。」と言った。  

ⅠⅤ  

次に再帰小詞が動詞に融合せず前置か後置されている場合を考察してみよう。  

山口は文における主語、動詞、目的語の語順について内容的言語類型学の立場か  

ら説明している。内容的言語類型学とは、ロシア及び旧ソヴュト時代を通じて研  

究され、1950年代以降にクリモフによって集大成された、いわゆる「内容的類型  

学」contensivetypology（I｛OHTeHCHBHa月THrIOJ10rI45I）のことを指している。  

『簡単にいえばこれは次のことを骨子として主張するものである。  

a．言語は意味上の主語・述語・目的語関係のあり方によっていくつか  

の類型に分類することができる。  

bこの主語・述語・目的語関係は、当該言語の構造のヒエラルキー・  

の最上層をなし、これに従って他の諸階層の構造が決定される。  

cこのようにして分類された言語類型は、他の言語類型に変化し  

得るが、その発展は－・方向に限られ、逆行するこ．とはない。  

a で述べている類型には、現在のところ「活格言語類型」、「能格  

言語類型」、「対格言語類型」が区別されている。  
対格言語類型には「主格言語類型」という用語を用いる人々もい  

るが、「括格言語」及び「能格言語」が、いずれも有標的な項の名に基  

づいて命名されていることからすれば、有標的な項である「対格」を  

用いる方が良いと思われる。  

またc．で述べられているのは、活路言語は能格言語に発展し、能  

格言語は対格言語に発展する方向性をもつこと、この逆方向の発展は  

ないこと、を主張するものである。ただしクリモフも認めているよう  

に、活格言語が必ずしも能格言語を経ることなく、直接に対格言語に   
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発展する可能性もあり、印欧諸言語はまさにこの場合に当っていると  

する。  

主張のbすなわら主語・述語・目的語関係が言語類型の基本的な  

関係であって、当該言語の他の階層は 、この基本的原理に基づいて構  

造化されているということ、ま．た．同時に主張のc．すなわら言語類型  

は発展し変化するということ、すなわら言語現象が－・つのcontinuum  

であるということから必然的に来由するのは、一言語の種々の階層に  

は、基本原理となる関係から論理的に導かれる諸現象（これを包含事  

象implicationIイMIl刀ⅢⅨa叩兄という）とならんで、包含事象ではない  

が、ある言語類型にはしばしば随伴して認められる諸現象（これを随  

伴事象丘equentaryゆpez（BeffqⅢ月と称する）が混在す－るということで  

ある。』   

山口はさらに印欧祖語の文について次のように説明する。  

『印欧語の形態論について、ガムクレリゼらは印欧語は本来括格  

言語であったと考え、これに基づいて再構成を行っている。もとより  

この考えはガムクレリゼらの独断でも、また独創でもなく、ロシアに  

おける言語研究の成果に基づくものであるが、『印欧語と印欧人』に  

おいては、こ．の背景についての説明が大きく欠けている。ここでは、  

いくつかのトピックに絞って述べておきたい。  

ガムクレリゼらは、印欧語の古層において－は  

生物一無生物一動詞  

という語順が基本的であって、この語順は印欧語が対格言語に移行し  

て後も、  

S－∨－0  

という形で継承されていたとする。』  

複合語における文の語順の反映目的語と述語  

複合語における構成要素の順序が、複合語の成立時における文の  

語順を保存している蓋然性は、かなりの程度に高いであろうと思われ   
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る。この観点からすれば、印欧語における意味上の目的語と動詞との  

関係は0V型であったと推定される。たとえば、  

サンスクリットdhana－d豆「財産・与える（ところの）」、madhu－p豆   

「蜜・飲む（ところの）」、bh由一pa「国・守る（ところの）＝王」  

ギリシア語β0ひ¶る＼0く「牛・牧す－る者」、肌軸0－d・叩く「男・食べ  

る者＝人喰い」、M川0一灯血0く「狼・殺す者」  

ラテン語signi－f占Ⅰ「はた・運ぶ者＝旗手Iau－SpeX「鳥・見る者＝  

鳥卜官」ponti一転Ⅹ「道・作る者＝神祇官、司祭」スラグ語medv－6d了   

「蜜・食べる者＝熊」、とaro－d研「魔法・行う者＝魔法使」  

動詞と再帰代名詞Cldとの結合はその初期にあって－は、形態論的結合ではなく統  

語論的結合であるならば、上述のような文の各部分の構成がどうなっているかを  

調べる必要があると思われる。行為が客体に向かうのではなく、主体の内部に閉じ  

こもる心的状態を表すときに、対格のelAの形ではなく与格のCHがもらいられ  

た。現代語の方言地図では、再帰小詞が［c月】ではなく、【c’a］、［c’H］、【c’e］、【c70ト  

［ca］、［cbIト【ce］、［co］と多様に発音されてLいる。この内、［c’H］や【cbI］について  

は古代教会スラブ語の古形の継承と見ることが出来よう。（方言地図第1－1図か  

ら第5－5図を参照のこと）  

Ⅴ  

以上が内容的言語類型学のあらましであるが、『ノヴゴロド第一年代記（シノド  

本）』にあらわれた分離再帰小詞は、このことと極めて近い関係にある現象があ  

る。「剃髪する」（n◇eTPHl＝em）という意味の動詞は再帰小詞を後置するケー  

ス（n◇eTPHrもeld）が1、再帰小詞を後接するケース（n◇CTPHXfe払）が9、  

能動態で使用されているケー・スが2例みられた。またこれに対して「挨拶を送る」  

（K∧dNlれTHC払）という意味の動詞は再帰小詞を後置するケース（K∧ANld怜C払  

）が3、再帰小詞を後援するケース（K八州仙川C払）が6、再帰小詞を前置する  

ケースが3例みられた。以下にその例を表示する。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



再帰動詞の再帰形式について  －β7－－－－   

YAMSS2・ⅩM（2頁：2315行）：  

【6715－04073p］   

Bt）T◇jKE＾rBT◇nPrEcTdB唯塾Pd6t）60XHHndP8◇YPHH，  

AMHPbe用nPOKuAMA∧も皿柑＝リb，n◇CT叩「も旦払◇γCB払T◇r◇  

endCANAXOγTHN七，nP日日「OyM川川dP∧AM【；An◇K◇H「Oen◇AH  

A◇yulO汀◇  

同じ年神のしもべのパルフリイ、マルイシヤの子で俗名プロク  

シヤが亡くなった。彼は修道院長ヴァルラムのときに、フトイニ（修  

道院）の聖救世主（教会）で剃髪した。主よ、彼の魂に安息をお与え  

下さい。   

mMSSlXM（1貫：479行）：  

BllTO汁；〔∧七T◇nOeTP日光【旦墜eBIAT◇uA K‖軋3b，eも川も  

AdBも仏◇Bも，リbP日日「◇B七，TbeTbBe’kB◇∧◇Xb 

同じ年フセヴォロドの妻の父であり、ダヴィドの息子である、ス  

ヴヤトシヤ公（り叫がチェルニゴフで剃髪した。   

mMSSl・ⅩM（1貫：1543行）：  

日日◇M◇氷〔6◇「もH3払C∧dB◇y，HC七A川3払C∧ABHd eT◇∧電，  

‖H「◇P払edM◇「◇払ud5A川bn◇n◇60日IPH，H‖叩◇y6日uA‖；  

d‖A◇C川b BもIM◇〈H£旦n◇CTPH11b旦払，日日◇CTP日光〔旦墜  

神はイジャスラフ（Al12XH）を助けられ、イジャスラフ（Al12XH）  

が公座についた。彼らはイゴリ（り吸）自身を掛、の五日後に捕え、彼   
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を幽閉した。秋になると彼は剃髪することを願い出て剃髪した。   

mMSS2XM（2貫：794行）：  

【6696－0404紬】  

n◇払eもC◇E◇怜n仙CKOB◇†APX川‖CK◇肌「ABPH仙，‖  

A01月HAもn∧beKOBA Pd36◇M£旦，‖n◇CTPH汁；〔H B∧AAもIKA＝  

BもCK＝MO†，日日P〔eTA6日旦塾M屯el叫払◇KT払6叩Bも13，NAeBld－  

TOYl◇MOYl川‖KO†KAPnA‖nAnO†∧d，   

大主教ガヴリイルが（彼を）自分と共にブスコフに．連れて来たが、  

彼はブスコフまで来て病気になった。そこで尊師は彼を剃髪させてス  

ヒマ僧にした。それから彼は亡くなったのである。十月十三日、聖殉  

教者カルブスとパピュルスの日のことであった。  

YAMSS2ⅩM（2頁‥1738行）：  

［671ト05064P］  

T◇MbX（∧七丁電np電eTd8日旦墜MH（〉◇ubuKd，n◇edANH肌  

N◇BtLr◇P◇AbCKLIH，n◇CTPH「ll旦姓◇yCBldT◇r◇r〔OP「Hlれ；‖rl◇  

T◇MAAuAn◇CdAN叫叫TB◇MHXd∧K◇†eT川d日日叩  

同じ年にノヴゴロドの市長官ミロシカが聖ユリエフ（修道院）で  

剃髪して亡くなった。彼の後（人々は）ステパンの子ミハルコに市長  

官職を与えた。  

YAMSS2‖ⅩM（2貢：2283行）：  

〔6714－01072B］  

nPrBcTd6日旦墜PA6t｝60光HHMHTPC・rBdNb，dMHPL）CKもIM＝一  

方d∧bK◇，nOeTPH「も£塾○γCB払r加60「◇P◇AH甲的dPKdXH   
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MdNACT叩＝Md‖仏Bt118，nOeAA…Kl・NOB「OPOAbCKも肛   

6714（1206）年 神のしもべのミトロフアン、俗名ミハ  
ルコが五月十八日にアルカヂー修道院の聖母（昇天）教会で剃髪して  

亡くなった。彼はノヴゴロドの市長官であった。  

mMSS2XM（2貫‥2315行）‥  

［6715用4073P】   

Bl】T◇Xf∧七T◇nP奄eTA紺旦払Pd6も6◇X…nAPせ○叩H‖，  

AMHPbCKもInPOKudMA∧も仙柑Hリb，n◇eTPH「l｝旦墜○γCBldTO「◇  

endCdNdX◇†T‖目玉，nP＝「◇†M川川AP∧AM〔；An◇K◇＝「OenOA‖  

AO†u怜汀◇ 

同じ年神のしもべのパルフリイ、マルイシヤの子で俗名プロク  

シヤが亡くなった。彼は修道院長ヴァルラムのときに、フトイニ（修  

道院）の聖救世主（教会）で剃髪した．。主よ、彼の魂に安息をお与え  

下さい。  

YAMSS3．XM（3貫＝68行）‥  

Tl｝「Ad汎＝川Ⅶ〔叩＝ub∧も，nP電光仁＝3「‖AN＝払MHTP◇一  

肌日払dPXH川HCK◇nA〉A◇6叩N川AP加KO6日リ＝3もり亡eA叩‾  

rpdAA‖nP‖B〔3℃（H】C◇6◇怜「P◇肌「◇en◇A川b，dCdMl1日O－  

CTP…くf旦墜NdX◇yTH‖電◇†CBldT◇「◇川AeA；   

この時大主教ミトロフアンが追放される前に、ツァリグラドから  

ヤドレイクの子ドプルイニヤが来ていた。彼は主の棺を携えてやって  

来たが、彼自身はフトイニ（修道院）の聖救世主（教会）で剃髪した。  

YAMSS3XM（3貢‥1243行）：  

【6728－10093B］  

H◇y†dHBt）旦塾XtN七日AもTHHHBC加6PdThH，HA〔KtL   
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CBrdT七6◇「く＞POAHリH BtldPKdXh MdNdCTL［Ph H n◇CTP＝渥〔  

旦払“BPd叩Bも8A川bTll「AAH粥川A 肌AP3七MbM州－  
dCTLJPHnOCTPHXf旦墜OYCBraTrEBdPBAPLl   

彼は妻にも子どもたちにもすべての兄弟にも隠して、アルカヂー  

修道院の聖母（昇天教会）へ行き、二月八日に剃髪した。こ．の時妻も  

別の修道院の聖パルバラの（教会）で剃髪した。  

YAMSS3XM（3頁‥1865行）‥  

［6734用5102B】  

H肌BfA◇ud M◇†XA A◇6PA＝3奄∧◇6◇叩A旦墜6◇「A  

rp叫‖Nd，Hn◇CTPHr◇LIJdHTOrOANH，MdPTdBt）2，NdCBld－  

Tdr◇8fA◇Td；＝n◇CYdBHLIJd‖H「C．yM川◇MhMdPTdBt）8，Nd  

CB払T◇「◇欄座職H∧dKTd，‖A e6◇Pも 

彼らは善良な人で、大いに神を恐れるグレチンを連れて来て、彼を  

その日、三月二日、聖テオドトス4）の日に剃髪した。そして三月八日  

聖テオフイラクトス5）の目、集いの主日に彼を修道院長に任命した。  

YAMSS4XM（4頁：1455行）：   

［6752－01131P］   

nP亡CTA6日旦払KN払「も川‖叫〉◇C∧dB八払払，∩◇CTPHrujH旦墜◇y  

CBtdT◇「◇r亡◇PrHldBMdNdCTLIPH；T◇yXEHn◇∧◇XENd6もtCTb，  

CT叩◇‖b CもINA eB◇汀◇“A◇PA，Ml；e叫A MA＝払Bも4，Hd  

ndM払TbCBFaTも1TdHPHNもl；NdP亡tl川◇E；もICTL）HMldfHf8P◇CHNhTA   

6752（1244）年 ヤロスラフ（K4）の公后が、聖ユリエフ  

教会の修道院で剃髪した後、亡くなった。5月4日、聖ヘレナの日に、  

同じ所で（聖ユリエフ教会で）息子のフェオドル（K41）の傍らに安置   

－．9α  
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された。名前はエフロシニヤといった．。  

－．9ユー   

mMSS4ⅩM（4賞：2060行）：   

nP＝A〔KNld3b◇∧fKC血相APもHeTdTAPもB（∧MHN（・3APd－  

B払，肌OC川日日rk，H町川A＝M「OP◇A叫b，日日◇eTP＝Xf旦塾肌14  

M七e叫＝◇眺P帆，＝dnAM払TbeB払TO「◇dn◇eTO∧dl師H∧Hnd  

6771（1263）年 アレクサンドル公（K42）が全く健康を  

回復させないままタタールから帰ってきた。秋のことであった。そし  

て、公はゴロヂェッツに向かい、11月14日、聖使徒ビリポの日に  

剃髪した。   

mMSS4ⅩM（4貫：2155行）：  

ufAl】6◇Br◇P◇Ye…川eK◇†怜OT OTリd eBO汀◇H OT  

POAAeB◇汀◇HOTnO「川以払B電叩eBO叫n◇」3日AHeT‖NbNOyl◇  

純POγXPHCTbl州bCK◇†怜，…◇eTP日光‘旦払BもMN＝ubeKも川1日一  

肌肌eBIdTOH「OP七；   

そこで、彼は自分の父、自分の－族そして自分の異教の信仰から  

離れてシナイ山へ行き、キリスト教という其の信仰を知り、父と子と  

精霊の名において洗礼を受けた。彼は聖書を学び、聖なる山で剃髪し  

て修道僧となった。   

YAMS5ⅩM（5貫：690行）：   

［6812－01154Pj   

nP〔CTdB＝旦馳B亡∧HK封HKNld3b川AP七日A∧‘KedNAPOBHl，  

BN◇yKも6日HKOr◇叩◇e∧dBd，M電e払リdHIO∧払27，NdnAMIdTb  

eB臥T◇「◇nANT〔∧七＝M◇Nd，n◇CTPH「も旦墜BもeKHM◇Y，Hn◇∧◇－   
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粥川も6もICTb‖A「叩OAリ＝；  

6812（1304）年 アレクサンドルの子で偉大なヤロスラ  

フの孫である大公アンドレイ（K421）がなくなった。7月27日、聖  

パンクレオンの記念日のこ．とであった。かれは剃髪してスヒマ僧とな  

り、ゴロヂェツに安置された。  

YAMS5ⅩM（5貢‥1314行）：  

［6830－06162B］  

T◇r◇光t＾奄Td nP亡CTdBH旦墜KNk13t）d8dNdCHH，6PdT  

怜Pb柑も，n◇eTP‖「も旦墜Bl叩‖叩H；Hn◇∧◇邪‖u4日◇yCB払T◇「◇  

CnAeANd「◇P◇A‖甲廿  

同じ年、ユー・リイの弟であるアファナシイ公（Q4）が、剃髪して  

修道僧になった後に亡くなった。人々は彼をゴロヂシチェの聖救世主  

教会に安置した。  

mMSS3“ⅩM（3頁‥427行）：  

［6723－25082B】  

CLIN◇YK＾dNhlb）TH旦払；M◇yX M◇H H r◇CTb n◇yT＝，d  

－．好一－  

CAMもCl】T叩◇XbK◇yn◇HAH，AeもMN◇蛤∧怜6もBbBl】3M‖   

「息子9）よ、お前にあいさつを送る。私の家臣と商人を自由にし  

て、トルジョクから去り、私と和を結びなさい」と言った。  

YAMSS3ⅩM（3貫‥604行）‥  

［6724－20085Pユ  

K∧d日払…もTH旦墜；目玉T’oyNもteもT06◇蛤◇6日Aもl，Cも町◇－  

e∧AB◇Mb Nもl◇6日AA；   

「あなたにあいさつを送りま・れ私たちはあなたに対して含むと   
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ころはありません。ただヤロスラフに対してのみ敵意を持つのですム  

－玖：トー   

YAMSS3ⅩM（3頁■：1734行）：  

［6732－55100BJ  

K日払祁【，K仙Hld〔MもTH旦払，A6PdTbH CB◇f日日亡Bも】AA－  

B加Mも，AKPもB＝NfnPO∧HBAH；nAKもI仙TBOH M叩b，dNdu亡  

「◇∧◇Bもl   

「公よ、 あなたにあいさつを送りますも 私たらは自分の兄弟を渡  

すわけにはいきません。血を流さないで下さい。さもなければ剣はあ  

なたのものですが、生命は私たらのものです－」（と言った）。   

mMSS2ⅩM（2貫：2501行）＝   

t6718－06075B／076P］  

K仙日払払旦払eBldTl川C◇朋川H「P◇6◇†◇T岬MO汀O H  

BC屯…】N◇B「OP◇Abり〔Mも；叩Hu】h∧も亡eMb肌BAMも，C∧もl山A肌  

HAe日仏〔◇TKNld3b，HXA仙M＝eB◇仁払◇TリH‖もl”  

「私は聖ソフィア教会、私の父の棺、およびすべてのノヴゴロド  

の人々にあいさつを送ります。私は公た．ちによる迫害のことを聞いて  

あなたがたのところに来ました。私は自分の世襲領地（の領民）を憐  

れに思っています」と（言った）。   

mMSS3ⅩM（3頁‥839行）：  

【6726－05088B］  

K∧ANld怜旦塾eB払T≠‖C◇せ＝日日「P◇60†OT岬M◇汀O H  

BAMl】；X◇り怜n◇HCKATH「d∧H岬，d BAぐも‖〔・3A60γAO†；AA   
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60「も∧叩HO†◇T岬◇†CB払丁加eo刷H”  

「聖ソフィア教会と私の父の棺、およびお前たちにあいさつを送  

る。私はガリチ（の公位）を得たV、と思う。しかしお前たちのことは  

忘れない。神が私に聖ソフィア教会の父のそばに横たわることを許さ  

れますように」と言った。   

mMSS3小ⅩM（3貫＝1344行）：  

【6731－06095P】  

NOB「叩◇叫日光川仙川払方OγT£塾…◇y：”N‘X◇AH，…払X〔  

”；◇肌氷〔n◇HAfn◇eBO川B◇仙‖◇B「OP◇A叫日光川◇C∧duA  

Kも「l◇P「1◇n◇eも川も，‖AAeTb＝Mll◇nldTb CもーNlleB◇‖Beト  

B◇∧◇All  

ノヴゴロドの人々は彼に懇願して、「公よ、行かないで下さい」と  

言ったが、彼は自分の意志で出発した。ノヴゴロドの人々はエリー（K3）  

のもとに息子を迎えに使者を送り、（エリーは）彼らに再び自分の息  

子フセヴオロド（K31）を与えた。   

YAMS5ⅩM（5貫：152行）‥  

【6777－07147P］  

NOBr◇P◇叫‖XtCTdud3d NHX；K帆3b祇〔X◇T七日3  

「叩◇Ad馬方d川NOB「叩◇叫日光（K仙日払X◇y旦墜…○γ＝”KN払拭（，  

T奄Mも「N屯Bd◇TA叫d◇T‖dCN〔七・3AH”；叩〔6◇NfÅ◇6P七  

旦墜6払X◇y◇†M＝叩∧He目玉Mリ‖   

ノヴゴロドの人々は彼らを支持し、公は町から出ようとした。ノ  

ヴゴロドの人々は彼に懇願した。「公よ、彼らに対する怒りを解いて、  

我々のところから行かないでください」と。というのは、彼らはまだ   
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ネムツィとうま．く和睦ができて－いなかったからである。  

→．9き－－  

mMS5ⅩM（5貢：187行）：  

【6777－12147B］  

H◇†B七AABl刃f‖七Mリ‖，n叩C∧Au4日Oe∧もIC M◇几6◇怜‥  

K∧AHl“M旦塾NA Be川B◇∧‖BdlM‖，N◇POBもーBC川OTCTOγ－   

nA〔M旦払，AKPOB日日川P◇∧HBAHT亡”，   

ネムツイはこれを知・つて、使者を送り、つぎのように恕願した。「あ  

なたがたの言うがままの条件で我々は誓う。ナロヴァ川全域から我々  

は撤退するから、血は流さないでくれ」と。  

YA加ほ道ⅩM（5頁‥286行）：   

【6778－14148B】   

PfKdTdKO‥’’K∧州払蛤旦墜eB帆TOHC◇肌＝HMOyX…も  

N◇BrOP◇AL］eMt）；C＾7）lLIJdn）fCMh，d祁仁叩OC＾dBllHA〔ThNd  

H◇Bl）rOp◇Aもぐ◇Bef怜eH∧◇怜eB◇f怜，‖AMHTp‖H e n叩卜  

払C∧dBリ‖，‖「∧屯肌eもCM◇∧仏日叫XA仙MH eB◇摘◇TIH‖もl  

〃   
J  

「聖ソフィヤとノヴゴロドの人々に誓う。ヤロスラフ（K45）が自分  

の軍勢の全てを率い、ドミトリイ（K423）はペレヤスラグリの人々と共  

にグレブ（Ml）はスモレンスクの人々と共にノヴゴロドを攻めに行こ  

うとしていると聞いた。私は自分の世襲領地を悲しく思う」と言った。  

YAMSS3・XM（3頁＝2048行）：  

【6736－23105P】   

T◇6亡旦塾，KN払邦f，K∧A日払〔Mも‖6PATbH‖◇B「◇P◇A叫〔Mも；  

NAn◇γTbNfHA‖肌，d6PdTb＝CBO川H〔BもーAdfMも；deP日光ANもー   
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fCMf MHPもB31d∧‖  

「公よ、私たちはあなたと兄弟であるノヴゴロドの人々にあいさ  

つを送りますム 私たちは出陣はしないし、自分たちの兄弟も引き渡し  

ません。私たちはリガの人々と和を結んでいるからです■。  

mMSS3・ⅩM（3頁：2071行）‥   

Cl｝eB払T01◇6◇「OP◇AH甲欄‖eもn◇K∧◇H◇＝ユ；T◇Bもl  

∧ttl〔NACll‖CrBtl‖T【，d XCNもl‖A七TH n◇亡M＾仁Tf C◇6〔，d NE  

－96－－－－  

∧Oytltrl◇rdNHH；Tl］BdMrh旦墜K∧dNl“Mt）   

もしあなたがたが私たらに何か企んでいるなら、私たちは．聖母と  

共につつしんであなたがたに異議を唱えます。異教徒にそうされるぐ  

らいなら、あなたがたに斬り殺され、妻や子どもを取られる方がまし  

です－」と言った。  

YんMSS3ⅩM（3貫：2078行）‥  

［6736－27105B】   

N◇B「叩◇A叫日米川‖軋31◇P〔K◇uA‥”Mも柑トCB◇f払6PA－  

Tb払6〔C n仙CK◇B‖リb N〔HMdfMも旦塾NA P＝「◇†；d T◇6f旦墜，  

K‖払Xf，K∧A‖払fMl】   

ノヴゴロドの人々は公に「公よ、つつしんで言いま、九 私たちは  

自分たちの兄弟であるプスコフの人々と共にでなければリガを攻めま  

せん」と言った。  

「剃髪する」（n◇eTPHIHC払）という意味の動詞は現代ロシア語の再帰小詞を後  

置するタイプに近い関係にあると言える。また「挨拶を送る」（…4日ldTHe払）と  

いう意味の動詞は再帰小詞を前置するタイプが観察され、これは印欧語の初期の  

姿を受け継いでいることが窺える。先に現代ロシア語の再帰小詞が方言では－C＝  

と発音されていることを検証し、ロシア語もまた、長い年月をかけて少しずつ変  

化をとげているプロセスを諒解できるであろう。   
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くc■〉こCd∂J【c－l，C8∂ふd【clhTn 

くc・a〉：¢¢∂J【c■a】．e〝∂んdk▼a】H－∩  

くC・H〉：c¢∂J【叫．e¢∂んd【c■H】H川  

くC－¢：Cα∂J【由】，00∂ん8【e’◎】MTn  

¢to〉：eロ∂d【c●○】，ed∂ん¢【c■oIH川  

く¢：C〃∂J【c】．co∂んロ†c】HTn  

¢わ＝Cd∂J【ca】．eロ∂んd【ca】H川  

〈cい〉＝C〃∂Jku】cα∂んα【cu】MTn  Ⅲ  

くcめ：Cロ∂Jko】．ed∂J〟α【co】H川   
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・くC■a〉：8〃M【c■孔 頑〟lc’占】HTn  

〈c，J〉ニ伊〟rC石．匹∂〟〟k一言1HTn  

小くC，占〉：¢‡斤刀k■占1‥頑加【c■占】HTn  

・〈c■占〉：83叫c血卵∂〟rC・0】HTn  

・・くcわ：の〝〟k丸印∂〟〟Icよ1HTn  

一・くCH〉＝…カIcム】．卯仇両cd】H T∩   悶  
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